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会期：1990年8月27日（月）、28日（火）

会場：東京都文京区小石川4－6－10・エーザイホール

学布I苛集会日禾呈表

午前 研究会総会

午後 一般講演第1部節足動物の生体防御機構

第2部腔腸動物・環形動物の生体防御機構

第3部原索動物・円口類の生体防御機構

懇親会

午前 一般講演第1部軟体動物の生体防御機構

午後 一般講演第2部魚類の生体防御機構

第3部鳥類・ほ乳類の生体防御機構

－1－



目次

研究会役員名簿・・・・・・・．．・・・．・・．．・・3

連絡事項・・・・・・・・。．・・・・・・・．．・・・4

講演プログラム第1日目・・・・．．・・・．．．・・5

第2日目・・・・・・・・・・・・・・7

講演会場および懇親会場案内図．．・・・．．・・・．・9

講演要旨・・・・・・・・．．・・・．・・・．．・・・’1

日本比較免疫学研究会会員名簿．．．．．・・・・・・・25

日本比較免疫学研究会賛助会員．．．．．・・・・・・・35

研究会会則．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・36

日本比較免疫学研究会(JADCI)の英文案内・・・・38

講演発表者名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

－2－



日本上上車交免疫学石汗究会

会長一f受員名簿

（1990）

会長一一一一一一一一一一一一村松繁（京都大学）

副会長一一一一一一一一一一－友永進（山口大学）

プログラム委員一一一一一一一野本亀久雄（九州大学）

和合治久（埼玉医科大学短期大学）

抄録委員一一一一一一一一一一田中邦男（日本大学）

庶務・会計一一一一一一一一一古田恵美子（猫協医科大学）

会計監査一一一一一一一一一一渡辺浩（東京家政学院筑波短期大学）

栃内新（北海道大学）

(事務局：濁協医科大学・第2解剖学教室）
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う里糸各事項

1.総会および講演会場

エーザイホール5F(東京都文京区小石川4－6-10S03-817-5185)

2．受付

集会関係の受付事務はエーザイホール前で第1日目・午前10時30分から第2日目

午前9時から行ないます。

参加費(2000円）および懇親会費(5000円）は当日受付けます。

3．懇親会

第1日目（27日）に、湯島会館東京ガーデンパレスにおいて午後6時30分から開

きます。（東京都文京区湯島1－7-5803-813-6211)

4．記念撮影

第2日目の12時に講演会場にて参加者の記念撮影を行ないます。

5．講演発表

a)1講演当たり20分（講演時間16分、討論4分）を厳守して下さい。

b)図表はスライド(35mm，5cm角枠付き）に限り、l題につき20枚以内

とします。枠に氏名・映写順序番号を記入して下さい。

c)講演開始30分前までにスライドホルダーにセットして下さい。

d)講演終了後、自分のスライドを受付にてお受取り下さい。

6．英文要旨の提出

英文のアブストラクトが国際雑誌『Developmental&ComparativeI田国unology』に掲

載されます。A4タイプ用紙に10ピッチ・ダプルスペースで220語以内（テーマ

、著者、本文を含む）にタイプして、集会当日、座長に提出して下さい。
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日本上上車交免疫学石汗究会第2回学祢丁集会

議毒？寅フ戸ログラヱコ、

第1日

10

10

11

（8月27日）

0役員会

0受付開始

0研究会総会

巨
心
名
ね

第1部節足動物の生体防御機構

座長：田中邦男（日本大学）

A113:00*/]､林睦生・山本久（濁協医科大学）

蚊体液中のフェノールオキシダーゼ(PO)分子の糸状虫体表への

付着

A213:20●芦田正明・落合正則（北海道大学）

昆虫血液中のβ－1，3－グルカン認識タンパクの機能と局在

A313:40和合治久（埼玉医科大学短期大学）

昆虫の変態に伴う生体防御機栂のスイッチング

座長：和合治久（埼玉医科大学短期大学）

A414:00･天内和人（基生研）・桜井勝・大滝哲也（金沢大学）

カイコ血球細胞によるレクチン産生とその産生コントロール

A514:20*岩本慎一・小谷英治・松原藤好・角田素行・森肇（京都工芸織維

大学）

カイコ血球細胞からのレクチン遺伝子のcDNAクローニング

A614:40●村本光二・加戸隆介・神谷久男（北里大学）

アカフジツボレクチンの体内分布と季節変動

15:00休憩

第2部腔腸動物・環形動物の生体防御機構

座長：山崎正利（帝京大学）

A715:25Son,Young-Jong-Yi,Jeong-Woo-Chang,Chung-Soon(InhaUniver-

sity,Korea)

BiochemicalStudiesonHaeoolyticandProteolyticFactors

PresentintheBodyFluidofRedwora.L・rubellus

15：45後藤利奈・村本光二（北里大学）山崎正利（帝京大学)●神谷久男

（北里大学）

軟サンゴに見出されたガラクトース結合レクチン

A8
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(第1日目続き）

第3部

座長：渡辺浩

A9 15

A10 16

A11 16

A12 16

原索動物・脊椎動物円口類の生体防御機構

（東京家政学院筑波短期大学）

40●大竹伸一．阿部健之・宍倉文夫・田中邦男（日本大学）

マボヤ体液中の貧食細胞

00･沢田知夫．藤倉義久．友永進・福本哲夫（山口大学）

マボヤ血球細胞の解析一生細胞の観察・電顕観察．モノクローナ

ル抗体

20●種田保穂・川名由紀（横浜国立大学）

シモフリボヤの群体特異性について

40●藤井保（広島女子大学）関淫文（聖徳大学）友永准（山口大学）藤井保（広島女子大学）関深文（聖徳大学）友永進（山口大学）

ヌタウナギ血清中に存在するザイモサン結合性蛋白質の解析

18:30 懇親会（湯島会館東京ガーデンパレス:TEL:03-813-6211)
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第2日目（8月28日）

第1部軟体動物の生体防御機構

座長：岩永貞昭（九州大学）

B110:00・山口恵一郎．古田恵美子．下沢淳海（濁協医科大学）

陸生軟体動物ヤマナメクジの生体防御機構I:体液細胞の貧食能

について

B210:20･古田恵美子・山口恵一郎・下沢淳海（濁協医科大学）

陸生軟体動物ナメクジ体液及び体表粘液の赤血球及び細菌凝集活

性

B310:40野田伸-(鹿児島大学）

B4

B5

B6

広東住血線虫の感染に伴う中間宿主貝 Biomphalariaelabrata

座長：古田恵美子

の反応

古田恵美子（濁協医科大学）

11:00油崎正利．来生淳（帝京大学）神谷久男（北里大学）

タツナミガイ紫汁液および体液中に見出された細胞障害蛋白類

11:20．熊漂教虞・岩尾健・加藤英-(鳥取大学）

アマオブネガイ科巻貝類の体内における腸炎ビブリオと大腸菌の

生残

11:40●来生淳．山崎正利（帝京大学）神谷久男（北里大学）

スルメイカ墨汁中の抗腫癌性物質の精製

12:00記念撮影（全員）

昼食
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(第2日目続き）

第2部魚類の生体防御機構

座長：神谷久男（北里大学）

B713:30楠田理一・Q池本優（高知大学）円山英昭（高知医科大学）

仔稚魚期マダイ胸腺の個体発生

B813:50*浜口昌巳（南西海区水産研究所）楠田理-(高知大学）

ブリのマクロファージおよびリンパ球の抗原レセプター

B914:10･北尾忠利・吉田照豊（宮崎大学）

ロゼットを形成するコイの白血球の性状について

座長：中西照幸（養殖研究所）

BIO14:30●森田菜採・佐野徳夫（東京水産大学）

CHV感染により誘発されたコイ乳頭腫に観察された浸潤細胞

B1114:50●中村弘明・下沢淳海（濁協医科大学）菊池慎-(千葉大学）

メダカの腹腔浸出白血球の食作用と包囲化

B1215:10*松崎貴（東京大学）酒泉満（東京都臨床研）喝昭紘（東京大学）

メダカの主要組織適合性と連鎖するアロ抗原

15:30休憩

第3部鳥類・ほ乳類の生体防御機構

座長：村松繁（京都大学）

B1315:55．HongweiZhang･XuguangTai･ShouhuaGao-ZheHuang(Shandong

University,P.R・China)

DoNon-BursaDerivedBLymphocytesinChickExist？

B1416:15*カンチャンムクパディ・布村渉・平井秀松（腫溜研究所）

ヒト繊毛性性腺刺激ホルモン(hCG)の雄ラット免疫機構に対

する作用

B1516:35･秦亮輔・石橋治雄（帝京大学）

アルブミン感作によるマウスの肥満細胞の変化

16：55学術集会終了
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云 場および交通案内図
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<第］－日目＞

一般講演:A1～A12





Proc.Jpn.Assoc.Dev.Comp.Immunol.Vol.2,1990,Tokyo

A1 蚊体液中のフェノールオキシダーゼ(PO)分子の糸状虫体表への付着

・小林睦生・山本久（掴協医科大学医動物学教室）

マレー糸状虫(Brugiatnalayi)のミクロフィラリア(Mf)はリンパ管系に寄生してい

る雌成虫より産出され、血管系に移行後長期間流血中を循環している．吸血時に感受

性蚊に取り込まれたMfは中胴（胃）壁を穿通して体腔内へ出て胸部筋肉へ移行し、2

回脱皮後感染幼虫になり、その後多くの幼虫が口吻に移行して感染の機会を待つ．一

方、ある稲の非感受性蚊に取り込まれたMfは胃壁穿通直後に血球の関与なしにメラニ

ン化され、その後二次的にメラニン悶の表面に血球の付着が起こる車を明らかにした

最近、このメラニン化反応を』nvitroで再現する事を試み、活性化されたPOがMf表

面に付肴する事を明らかにした。今回、トリプシン処理と未処理のMfをオオクロヤブ

カ鋪体液で反応させ、その後DOPAで反応させると、酵素処理Mfに非常に強いメラニン

化が起こる事が明らかになった。また両Mfと反応させた体液の蛋白バンドをSDS-PAGE

で鯛ぺたところ、トリプシン処理Mfと反応させた体液から約213KDと約151KDの分

子量を持つ蛋白が量的に著しく減少しいる事がわかった．PO活性は約213KD付近に存

在しており、現在、Mfのメラニン化における両蛋白の役割を検肘中である．

MUTSUOKOBAYASHI:ADHESIONOFMOSQUITOPHENOLOX1DASETOMICROFILARIAE

A2昆虫血液中のβ-1,3-クルカン麗識タンパクの槻龍と局在

芦田正明・落合正則（北大・低温研）

昆虫血液中にはカビやバクテリアの細胞壁栂成成分であるβ-1.3-グルカンやペプチ

ドグリカンで引金をひかれるカスケード(ProPOカスケード）が存在する。我々は、数

年前β‐1，3‐グルカンと特異的に結合する龍力を持つ62Kdのタンパクをカイコ血

液から精興しβ-1,3-グルカン膨識タンパク(0GRP)と命名した。このβGRPはカイ

コのProPOカスケードがβ-1,3-グルカンで引金をひかれるために必須の分子であるこ

とが証明されている。昆虫のProPOカスケードが活性化される条件下では血戦細胞の捕

食能や運動龍が増加することが報告されている。これらの事実はβGRPが昆虫において

カビを異物として餌激し、カビに対する防御反応を発動する上で重要な役割を担って

いる可能性を示していると思われる。

本講演では、βGRPに対する特異抗体を用いて免疫化学的・免疫電顕的手法によりカ

イコ幼虫各組繊におけるβGRPの局在を調べたので報告する。βGRPの局在についての

知見はβGRPの樋能をより深く理解するのに役立つと思われる。
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Proc.Jpn・Assoc・Dev.Comp・Immunol.Vol、2,1990,Tokyo

A3昆虫の変態に伴う生体防御機構のスイッチング

和合治久（埼玉医科大学短期大学・免疫学）

個体発生の中で蝿の段階を持つ完全変態昆虫のカイコでは、蝿化と関連して生体防

御因子の比瞳的役割を劇的に変換させているが、この生体防御機構スイッチングが野

生の蟻趨目昆虫にも当てはまるかどうかについて調べた。カイコの野生穂であるクワ

コとモンシロチョウについて、食細胞である穎粒細胞の糸状突起、サイズ、細胞質内

穎粒のサイズ、その全血球に占める割合、レクチン、レクチン反応性構造体の発現、

フェノール酸化酵素前駆体活性化系などを個体発生と関連させて観察した．その結果

.(1)両樋とも、穎粒細胞は幼虫発育に伴って数が増加するが、鋪化と関連してク

ワコの坦合には約3分の1、モンシロチョウの堀合には約2分の1に減少すること、

（2）両種とも糸状突起が蝿化後、消失するが、レクチン反応性受容体が出現するこ

と、（3）穎粒サイズと細胞サイズが鋪.化後に大きくなること、（4）フェノール酸

化酵素前駆体活性化系の発現レベルは両種で若干異なっているが、蝿の時期ではこの

系が作動しなくてもレクチンが翌識できる異物は食細胞に効率よく処理されること、

などが判明した。以上より、このような防御因子の変動は完全変態昆虫の生体防御機

構の重要な切り変えシステムと考えられる。また、カイコの防御機構は家畜化によっ

て変化してこなかったと想像される。

HARUHISAWAGO:SWITCHINGOFHOSTDEFENSEMECHANISMSININSECTS

Ah カイコ血球ﾎ剛包によるレクチン産生とその産生コントロール

。天内和人（基生研）、桜井勝、大滝哲也(金沢大）

カイコ幼虫体液には、トリプシン・グルタルアルデヒド処理をした綿羊赤血球を強

く凝集する活性を持つレクチンが存在する。このレクチンによる体液の血球凝集活性
は、幼屯N輸彫-画h菌H輪時などのステージに特異的に高い活性を示し、前胸腺からのエク

ダイソン放出活性の変動や、体液中のエクダイソン濃度に良く相関して変動する。こ

のことはレクチンの産生がエクダイソンによりコントロールされていることを強く示

唆する。我々 は、すでに体液の350kDaレクチンに対するモノクローナル抗体を
作成し、この抗体を用いて350kDaレクチンの産生部位が血聯剛包であることを

明らかにした。さらに今回我々 は4令幼虫の血嚇剛包を培養し、ユnvitroで血鯛剛包

による活性の放出がエクダイソンによりコントロールする事ができるかどうかを調べ

た。その結果、血球剛包による凝集活性の放出は培地中に投与したエクダイソン濃度

に比例して変動し、明らかにエクダイソンによりコントロールされることがわかった。

このことは血珂謙剛包力勤到K皮･駒踊化などのカイコ後旺発生過程に於てレクチンを介

してなんらかの機能を果たしていることを示唆するものである。

K.州州AI:LECTININTHEHEMOLYMPHOFBOMBYXMORI
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Proc・Jpn.Assoc.Dev.Comp・Immunol．Vol.2,1990,Tokyo

A5カイコ血球細胞からのレクチン遺伝子のcDNAクローニング

・岩本慎一．小谷英泊、松原藤好、角田索行、森蕊（東祁工裟繊維大学）

カイコのレクチンは正燃な発育過程の脱皮や変態の時期に総導される。また、藻繭

飼育したカイコを川い、このカイニ1の体内に微唯物を侵入させると1，クチンの瀧導が

みられる。これらのことから、センチニケバエと同椴にカイコのレクチンは、発育分

化に擬能するとともに生体防御にも重要な役押lを果たしていると考えらオ’ろ。今回は、

このカイコレクチン遍伝子のクローニングを試みた。

吐糸期のカイコのn'ii液をケル鷹過し、その活性分画をSDS-PAGEで分離した原に280K

dのタンパク間バンドが検出されるが、この280Kdのボリペブチドがレクチンを桐成す

るサプユニヅトであると考え、これに対してウサギ抗血消を作製したところ、この抗

血清がレクチンの持つ赤血球凝粟活性を阻害した。吐糸期のカイコの脂肪体細織と血

球細胞を培養したところ、血球細胞を培養した場合、培地中の赤血球擬菓活性が上昇

したことからI，クチンの産生部位が血nであることが判明した。そこで、血球細胞か

らpoly(A)*RHAを抽出し、入gt11を用いてカイコ血球cDNAライブラリーを作製し、さ

らに上記抗血澗を用いてカイコレクチン遺伝子のスクリーニングを行った。

SHINICHIIHAMOTO:CLONINGOFLECTINGENEOFBOMBYXHORI

A6 アカフジツポレクチンの体内分布と季節変動

村本光二・加戸隆介・神谷久男（北里大水産）

さきに演者らは、甲殻類アカフジツポ体腔液から単離したガラクトース結合性レク

チン、BRA-1(Mr330k)、BRA-2(Mr140k)、BRA-3(Mr64k)、の全1次構造を決定し

報告した。本研究では、これらレクチンの生理機能を検討することを目的として、ア
●

カフジツポレクチンの体内分布と季節変動を調べた。

岩手県越喜来湾からフジツポを採集し、生殖巣の発違状態を観察後、各組織のウサ

ギ赤血球に対する凝集活性を求めた。総凝集活性の70％以上は体腔液にあり、残りは

各組織に分散していた。体腔液のレクチン含函と組成を、アフイニテイークロマトグ

ラフィーと高速ゲルろ過クロマトグラフィーで分析した。体腔液にはガラクトース結

合性レクチンが100ml当たり14～52ng含まれ、春から夏にかけて卵母細胞の成熟

にともなって増加し、秋から冬にかけて減少した。レクチン組成では、BRA-2が大部

分を占め、BRA-1は常に最少であった。卵母細胞の成熟とともに一時的なBRA-2の減少

とBRA-3の増加がみられ、BRA-3の組成比の高まりが観察された。また、BRA抗体を作

成し、イムノブロッティングと脱灰組織の免疫染色によっても体内分布を検討した。

KOJIMURAHOTO:SEASONALCHANGESOFTHECOMPOSITIONOFACORNBARNACLELECTINS
一
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ATBIOCHEMICALSTUDIESONHAEMOLYTICANDPROTEOLYTICFACTORS

PRESENTINTHEBODYFLUIDOFREDWORM,L･ェubellus

Son,Young-Jong,Yi,Jeong-WooandChang,Chung-Soon

Dept.ofBiology,CollegeofScience,andDept･ofBiochemistry,Collegeof

Medicine,InhaUniversity,Inchon402-751,KOREA

Thebodyfluid(orcoelomicfluid)ofredworm,L.rubellushasstrong

haemolyticandproteolyticactivities．Presumablythenobelhaem◎lytic

factorinthebodyfluidwasoriginatedfrombodytissueaccordingt。◎ur

data,andendowedwithstronghaemolysisonvarioustypesofmammalian

erythrocytesshowinganaveragehaemOlytictitersof3.3x㎡foldsdilution
factorbyHA(haemagglutination)test.

Subsequently,italsowasfoundtohavestrongproteolyticactivityon

suchproteinsashumanIgG,bovineserumalbumin(BSA)andcasein.

Todeterminethebiochemicalcharactersofthehaemolyticand

prote◎ユyticfactors,variousphysico－chemicalparametersareconducted,and

additi◎nallywehavesearchedforinhibitors(forcomplement,proteaseand

phospholipase)actingcommonlyonbothfactors,respectively.

Furthermore,asymbioticbacteriaisolatetedfromtheredwormand

culturedinamediumwasshowntoinducetheproductionofyetanothertype

ofhaemolyticfactorwhencomparedwiththatdirectlyfromthebodyfluid

ofredW◎r、．

A8軟サンゴに見出されたガラクトース結合レクチン

後薩利奈ユ村本光二l山崎正利2・神谷久男1

（北里大学水産学部水産資源化学1帝京大学薬学部薬品化学2）

フィジー、スパ市沖で採築したSinularln風戟サンゴにレクチンの存在を認めた。

このレクチンはウサギ血球およびマウス腫癌細胞を凝典するが、ヒトおよびヒツジ血球

は凝集しなかった。そこで、レクチンを塩駿処理一セファローズ4Bを用いるアプァニ

ティークロマトグラフィーおよび高速液体クロマトク・ラフィーで鯛製した。主要成分

であるsinularinは分子量78kD，11儲の糟を含む単鎖のポリペプチドと描測された。

この他、二，三の副成分の存在が認められた。

sinularinの凝築活性のウサギ血球に対する凝集活性はD－ガラクトース、ラクトー

ス、NノセチルーD－ガラクトサミンなどによって阻害された。また、活性の発現には

2価イオンの存在は必須ではなかったomaitogen活性は認められなかったが、マク

ロファージと肌A46睡癌細胞の結合を誘導したほか、パフンウニ卵割を胞杯期で訂止せ

しめた。この卵割阻害活性はガラクトース添加によって阻害された。

RエNAGOTO：CHARAOTERI風ATエONOFASOFTCORALAGOI』UTエNIN
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A9マボヤ体液中の貧食細胞

・大竹伸一・阿部健之・宍倉文夫・田中邦男（日本大学・医学部・生物学教室）

前回、マボヤ(Halocvnthiaroretzi)の血球は微細構造に基づいて10種類に分類で

き、』_Dvitroの実験からlargegranulararaebocyte(LG)とsmallgranularanebo-

cyte(SG)が血球凝築反応に中心的に働くこと、またSGは加えたtunic片を被うこと

を報告した。今回は、血球の貧食能を調べるためinvivoおよび皿vitroで種々の大

きさのラテックスビーズを与え光頭及び電顕にて観察した。

直径l〃mのビーズを体腔内に注入すると、1時間後にはビーズを捕食している血

球が忍められた°」－nvJJJLSでビーズを与えた後固定してTEMで観察すると、1分後には

すでにSGがビーズ渥貧食しているのが確盟できた。ビーズ添加後10分後には、LGも食

食していたが、その細胞敵は少なく、また貧食ビーズ敵も少なかった。これら以外の

細胞には1時間放置した後も貧食は露められなかった。細胞とほぼ同じ直径5邸m

のビーズでもSGによる貧食が見られるが、直径25以個のビーズを与えた場合はSGによ

るencapsulationが観察された。以上の結果、マボヤ体液中に侵入した異物を処理

する細胞は主としてSGで、対象が微小であれば貧食し、大きければ被覆して隔離す

るものと考えられた。

OHTAKE,S.etal.,PHAGOCYTEINASCIDIANHEMOLYMPH

A10マボヤ血球細胞の解析一生細胞の観察・遜頚観察・モノクローナル抗体

殉《HI知夫、藤倉識久、友永進1癌本哲夫

山口大学医学部第一解剖、1)医痕短大

我々はマボヤ血球細胞の生きた状態での観察をもとにこれまでの報告による（主に

富家1979による）分類を追試し、7種頚の細胞を分類するとともにそれらの行動・形

態上の特徴に関する検討を行った:Phagocyte(Finegranularamoeboidcell),

Minutegranularcell,Largeanoebocyte(Vacuolatedcell),Vesicularcell.'

Morulacell,Lymphocyte,Largebasophiliccell(括弧内に漉家による分類名を併

記し、併記のないものは塵家の分類名そのままである）･各細胞はガラス面での接着

性・・伸展性が異なるoLargeamoebocyteが殿もよく接蕃・伸展した。この細胞は接善

前には小型あるいは中型の細胞であるが、ガラス上に広く拡がり食作用も示す。鉱が

った後15分位から互いに融合し、合胞体を形成したoMinutegranularcellは中性

赤生体染色に染まらない（富家1979）こと、食作用を示さないことやガラス上での伸

展性の通いにより、Phagocyteと区別できた。このようにして職別した細胞のモノク

ローナル抗体(1989,本研究会）による染色性を検酎するとともに、趣顕観察の結果

との対応を試みた。

TOMOOSAWADA:STUDYONTHEBLOODCELLSOFHALOCYNTHIA
－l5－
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Al1シモフリポヤの群体特異性について

種田保穂。・川名由紀（横浜国大・教育・生物）

多くの群体ホヤで群体特異性と呼ばれる現象が知られている。群体特異性の研究は

主にイタボヤ亜科のホヤで行われているが、このグループのホヤでは各個虫が共同の

血管でつながっていて、群体の周辺部では、血管の末端が閉じて、アンプルと呼ばれ

る盲嚢となっている。二群体はこの場所で接触し、癒合または非癒合反応を起こす。

この様なホヤでは、通常血管系が群体特異性に重要な役割を演じていて、群体が癒合

するときは血管系が癒合し、非癒合反応では血管が切断される。

一方、共同血管系を持たず、被嚢中に個虫が埋没した形の群体をつくるホヤでは、

群体特異性の存在さえも確かめられていない。そこで、そのような群体をつくるシモ

フリポヤで群体特異性があるのかどうか、またあるとすれば非癒合反応はどのように

起こるのかを調べた。その結果シモフリポヤにも明瞭な群体特異性があることがわか

った。成長端で二群体が接触すると、接触箇所で被嚢細胞が集まり、被嚢の一部が切

断される。しかし、切断面同士接触させると、成長端で拒絶反応を示す群体であって

も一度は癒合してしまう。したがって被嚢外皮が重要な役割を担っていると言える。

YASUHOTANEDA:COLONYSPECIFICITYINAPLIDIUM

A12ヌタウナギ血清中に存在するザイモサン箱合性蛋白質の解析

o醸井保（広島女子大）・関浮文（聖惚大）・友永適（山口大）

補体系代替経路の活性化物質であるザイモサン(zと省略）に結合したヌタウナギ

(Eptatretusしurgeri)の血澗成分を可溶化し、その分子的性状を電気泳動的に解析

した。その緒果、主要なZ結合性蛋白質として、ヒドラジンを含む緩衝液で可溶化さ

れる、分子意が約170kDの分子（結合型HXと呼ぶ）が注目された。この分子は、分子

ft98kDと70kDの二つのサプユニットがs-s緒合により架梱して一分子を形成していた。

HXのZへの紹合反応は、ヌタウナギ血清を、①加鶴(42℃30分）、②メチルアミン、

または③EDTAなどで前処理することにより完全に阻害することができた．次に、ヌタ

ウナギ血滑処理Zをウサギに免疫し、Z結合性蛋白質に対する抗体を作図した。得ら

れたウサギ抗体をプローブとして、ヌタウナギ血醗中に存在するnativeなHXの分子檎

造を解析したところ、HXは分子量約115kDと約70kDの二つのサブユニットがs-s結合で

架橘された約190kDの分子であることが示された。以上の紹果は、補体系代替経路に

類似の活性化機構がヌタウナギ血清中に存在すること、また、HXが哨乳額の補体第3

成分(C3)に相当するヌタウナギ補体成分であることを強く示唆している。

T.PUJIi:CHARACTERIZATIONOFZYHOSAN-BINDINGPROTEINSOPHAGFISHSERUH、
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B1陸生軟体動物ヤマナメクジの生体防御機構I:体液細胞の貧食能について

･山口恵一郎！），古田恵美子2’，下沢淳海2’（1）濁協医大・総研，2，同。Ⅱ解剖）

陸生軟体動物ナメクジの体液中に貧食能をもつマクロファージ様の細胞が存在する。

この細胞はSRBCやラッテクス粒子を聖vivoのみならずinvitroでも捕食することは

前回報告した。しかしながら、異物認識がどのようなメカニズムによるのかは明らか

ではない。そこで先ず、異物の侵入は体表面を通って起こることが多いと見られるの

で、異物認識に対する体表面の粘液の役割を調べることは重要であると考えた。即ち、

粘液中にオプソニン効果をもつ因子が存在する可能性について追求した。粘液ムチン

分画にsuspendしたヒト赤血球を外套腔内に注射して、1,3.20時間後に採取した体液

細胞をTEHで観察した。次に各穏糖とsuspendしたヒト赤血球の捕食状態を同じインタ

ーバルで追求した。以上の結果について報告する。

KEIICHIROYAHAGUCHI:PHAGOCYTOSISOFTHELANDSLUGHEMOLYMPHCELLS

B2陸生軟体動物ナメクジ体液及び体表粘液の赤血球及び細菌凝集活性

古田恵美子，伽口慰一郎．下沢淳海（濁協医大．解剖，＊篭研電顕室）

ナメクジ類は、体表に多数の粘液細胞をもち、その分泌は、マクロ的には物理

的刺激からの防御に役立っている、分泌された粘液は、容易に水にとける(water

solublefraction:HSF)．又、HSFにエチルアルコールを加えると、多量の沈殿

物(oucinfraction.HF)が生じて来る．このHSF及びHFを稀釈して、グルタール

アルデヒド固定のヒト赤血球を加えると、赤血球が凝集して来る．この時、赤血

球を予め、ノイラミダーゼで処理しておくと、凝集力が低下する．この現象は、

体液の溺合も同傑であった．しかし、体表粘液の凝集活性は、体液と比較して、

10倍以上の力価をもつ．SOS-Pageでの蛋白パターンは、HF.HSFは、いづれも同じ

であった6又体液パターンでは、300KDに、きわめて大きいバンドがみられ（お

そらくヘモシアニン）、その他数本のバンドがみられた．又、種々の細菌への凝

集活性及びハプテン穂についても検索したので、合わせて報告する．

E･FURUTAjHEMAGGLUTINATINGACTIVITIESOFHEMOLYMPHANDMUCUSFROMLANDSLUG
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B3広東住血線虫の感染に伴う中間宿主貝ﾀﾉ｡""ﾙ釘ﾉダ〃ノダが/‘〃‘〃の反応

野田伸一（鹿児島大学・医学部・医動物学教室）

寄生虫が中間宿主貝に寄生したときに起こる寄生虫の作用と宿主貝の反応の解研は

主に吸虫類で行われてきており、線虫類ではほとんど行われていない．今回、他の寄

生虫に比べて中間宿主の範囲が極めて広い広東住血線虫の感染に伴う中間宿主貝

〃ﾉ"""ルゴノグァノョsi〃『ず"の反応を調べたので報告する．

宿主貝に広東住血線虫第1期幼虫を100または400匹感染させ1-7-H-21-28-35-

42日後に宿主貝における血球細胞数、血球生成器官の大きさ、および幼虫を取り囲む

heaocjticcapasoleの大き差の変化を観察した．

血球細胞数は非感染貝ではほとんど変化しなかった．感染貝では、感染1日後には

血球細胞数が増加した．その後、血塚細胞数は減少し、感染後期には再び増加した．

患染貝での血球細胞数の減少は血球細胞が幼虫を取り囲み、循環しなくなったためと

考えられた．感染貝では血球生成器官の大きさの増加が認められた．宿主貝に寄生し

た幼虫は血球細胞で取り囲まれ、そのhenocjliccapasoleの大きさは徐々に増加した．

幼虫100匹感染貝のbeaocyticcapusuleは幼虫400匹感染貝のhenocyticcapospleJ:

り大きかった．

S.NODA:REACTIONSINSNAILINFECTEDWITHA.CANTONENSIS

Bl↓タツナミガイ紫汁液および体液中に見出された細胞傷害蛋白類

O山崎正利’来生淳’神谷久男2

（帝京大学薬学部薬品化学教室！、北里大学水産学部水産資源化学教室2）

前回の比較免疫学研究会において、タツナミガイ(Dolabellaauricularia)卵

白鳳由来の抗菌・抗癌蛋白(Dolabellanin-A)について報告した。細胞傷害性蛋白

が他の職溺にも存在するか調べたところ、紫汁液や体液にも存在することが明らかと

なった。従って両者を鞘製したところ、紫汁液中の因子(Dolabellanin-P)は分子

量6万、体液中の因子(Do1abe11anin-C)は分子量7万の鯖蛋白であった。Do1abe

llanin-Pは有核細胞に広く傷害性を示し、N末端構造はDolabe1Ianin-Aと全く異なっ

ていた。Do1abe11anin-Cは癌細胞に強く傷害性を示し、N末靖構造はDolabe1Ianin

-Aと同じであった。

以上、紫汁液中には既知のDolabellanin-Aと異なる傷害蛋白Dolabellanin-Pが、

体液中にはN末端綱造が共通するDolabellanin-A類似傷害蛋白Dolabellanin-Cの

存在が明らかとなった。これらは体液中を流れたり、外へ分泌されることにより

hostdefenseに関与する可能性が想定される。

MASATOSHIYAMAZAKI:CYTOLYTICFACTORSFROMASEAHARE
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Bうアマオプネガイ科巻貝類の体内における腸炎ビプリオと大腸菌の生残

○熊犀教員・岩尾健・加藤英一（鳥取大・農・獣医公衆衛生）

イシマキガイが腸炎ビブリオを高濃度に保有する機序を解明する目的で、アマオプ

ネガイ科巻貝類の体内における腸炎ビプリオと大腸菌の生残量を比較した。腸炎ピプ

リオD-3株、R-13株あるいは大腸菌YS-2株を含む人工海水中に貝を入れて25℃24時間

通気して菌を摂取させた後、紫外線照射装置付還流式水槽に貝を移して各貝の生息水

域の塩分濃度にあわせた人工海水中で25℃で飼育した。経時的に貝を取り出して軟体

部乳剤を作り、選択培地上で投与菌数を測定した。その結果、イシマキガイの体内で

は腸炎ビプリオは10ｲ/gレベル、大腸菌はlOVtrレベルで少なくとも21日間生残した

が、アマオプネからは投与後3日以内に消失した。アマガイからは腸炎ピプリオは投

与後7日以内に消失したが、大腸菌はlov*レベルで生残した。

腸炎ビプリオは汽水域で常にイシマキガイと接触しているが、大腸菌は汽水や海水

中には多くない。アマガイに対して接触頻度のより少ない大腸菌が生残し、腸炎ビプ

リオがアマガイから消失したことから、アマオプネガイ科巻貝類は低塩分濃度水域に

適応した結果、大腸菌や腸炎ビプリオを排除しない機能を狸得したと考えられる。

N、H・KUMAZAWA:SURVIVALOFTWOBACTERIAINNERITIDMOLLUSCS

b6スルメイカ墨汁中の抗廻癌性物質の輔製

O来生淳1，山崎正利’，神谷久男2

（帝京大学薬学部薬品化学教室’，北里大学水産学部水産資源化学教室2）

我々は、海洋動物由来の抗腫癌性物質を検索し、軟体動物であるアメフラシ（戒々区、碍拝副詞田米の玩胆燭任初員を捜索し、軟俸勘物であるアメフラシ(ApIv

ﾆｰ§_』_且kurodai)、タツナミガイ（匹-1-且belUauriculari且）に選択適性の高い箱蛋白

を見いだしてきた。今回は、同じ軟体動物であるスルメイカ(Todarodespaclficus)

の墨汁中に、高分子の抗腿癌性物質を見いだしたのでその輔製について報告する。

スルメイカ墨汁は、1，000倍希釈でMM46を50%傷害した。このスルメイカ墨

汁を、DEAE-celluloseで鞘製したところ、NaCl濃度、SOoHCPeak1)と360aH(Peak2)

付近に2ピーク得られた。各々を、SephacrylS-200で箱製すると、Peak1は、250k

Daと90kDa、Peak2は250kDaに活性が溶出した。この3種類の抗畑癌性物質をSDS-

PAGEにかけたところ、各々のメインバンドは86kDa,29kDa,53kDaであった。

スルメイカ60匹より、3ステップの糖製で、比活性が約10倍上昇した3種類の

抗腫蕩性物質の部分輔製品を得た。これら抗廻癌性物質は、メラニン画分とは異なる

画分にみられ、分子量10万以上の高分子の蛋白であると推定される。また、これら

部分糟製した抗腿癌性物質は、MM46に対し、1鴫／■lでED*｡を示した。

JUNKISUGI:ANTINEOPLASTICFACTORFROHCUTTLEFISH
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BT仔稚魚期マダイ胸脇の個体発生

楠田理一・°池本優（高知大屋）・円山英昭（高知医科大）

【目的】マダイの免疫槻能の発達を調べる研究の一現として、ふ化後から稚魚期まで

の駒腺の個体発生を光頭・電顕観察した。

【方法】供試魚には0日齢から9週齢のマダイを用いた．仔稚魚は10%リン酸緩衝ホ

ルマリン液、プアン液で固定した。パラフィン切片椴本を作製し、H.E.染色した．電顕

観察用には2．5％グルタールアルデヒド液で前固定、1．5％四酸化オスミウム液で後固

定した．エポキシ樹脂超薄切片標本を作製し、酢酸ウランと鉛塩で二重染色した．

【結果】同定可龍な胸腺原基は、12日齢仔魚の第3賜弓上部の体壁上皮層内に大・小リ

ンパ球の集震巣として出現する．鰐腔面は相互に炭合した一層の罵平上皮が被う．深

部は上皮性細網細胞とその基底膜によって周囲組織とは明瞭に境界されている．経時

的に、小リンパ球は表層部および周縁部に集僚し、芽球根大型リンパ球が中央部および

深層部に分布する．40日齢ではリンパ球の皮・髄質の層状分布がさらに明瞭となる。

以上の結果から、マダイ胸腺は後期仔魚期に第3鰐弓上部の体壁上皮層内にリンパ

球の集震巣として発生し、稚魚期にその基本構造がほぼ完成する．

RIICHIKUSUDA:ONTOGENYOFTHYMUSINREDSEABREAM

B8 ブリのマクロファージおよびリンパ球の抗原レセプター

･浜口昌巳（南西海区水産研究所）・楠田理一（商知大学）

【目的】免疫担当細胞の細胞膜表面上には各穐抗原に対するレセプターが存在してお

り、免疫機能の発現に間与することが知られている．本研究ではブリの免疫機構を明

らかにするために、マクロファージおよびリンパ球の抗原リセプターについて検討し

た．【方法】抗原レセプターの検出はAET処理したヒツジ赤血球(SRBC)を用いたロ

ゼット法によって行った．形成されたロゼットの性質を検肘するために、ブリのマク

ロフアージ、各梱胸腺リンパ球表面抗原、血消中の捕体C3相当成分および抗体に対す

るモノクローナル抗体を常法により作製し、中和試験を行った．【結果】ブリのマク

ロファージおよびリンパ球はAET処理SKBCに対して、ロゼットを形成した。しかし、

このロゼットはブリのマクロファージおよび抗体に対するモノクローナル抗体であら

かじめ細胞を処理することによって抑制されたが、各桐胸腺リンパ球表面抗原および

血滴中の捕体C3相当成分に対する抗体では抑制されなかった．このことから、ブリの

マクロファージおよびリンパ球のSRBCに対する結合は、血溜中の抗体に近い成分で構

成されるレセプターによって発現しているのではないかと考えられる．

Antigenreceptoronyellowtaillymphocytesandmacrophage.
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B9ロゼツトを形成するコイの白血球の性状について

◎北尾忠利・吉田照豊（宮崎大・農）

（目的）ヒトTリンパ球は、ヒツジ赤血球(E)と結合してE-rosetteを形成し、

T一リンパ球のマーカーの1つとして重要な性状である。今回、各種動物（ヒツジ、

ウマ、ウシ、ウサギ）の赤血球を用い、ロゼットを形成するコイの白血球の性状につ

いて検討し若干の知見を得たのでここに躯告する。（方法）各種動物の血球に対する

凝集棄価1：4以下の平均体重150gのコイ5～7匹をフ．．lした末梢血より、FicolI-

paqueを用いて白血球を分離した後，単球系の細胞を除き、常法により各種動物赤血

球に対するロゼット形成能を比較すると共に、ロゼット形成細胞の表面構造を電子顕

微鏡で観察した。さらに、ナイロンファイバーの付蕃性により細胞を分別した後、同

様にロゼット形成能を比較した。一方，ロゼット形成細胞の細胞表面IgMの保有状況

についても検討した。（結果）ロゼット形成能は、ヒツジ赤血球に対して高い値を示

した。電子顕微鏡的観察では、ロゼット形成細胞の中でも表面構造に相違が鯉められ

た°また、ナイロンファイバー付着細胞のほうが非付着細胞よりロゼット形成能が高

く、その細胞表面にIgMを保有していることが確盟された。

TADATOSHIKITAO.ROSETTEFORMATIONOFCARPLEUCOCYTES

BIOCHV感染により誘発されたコイ乳頭腫に観察された浸潤細胞

･森田菜採・佐野徳夫（東京水産大学資源育成学科水族病理学研究室）

コイヘルペスウイルス(CHV)の感染はコイに乳頭胆を誘発する。我々が、抗コイ末梢

血白血球(PEL)血澗を乳頭腫保有魚に接種した後、飼育水温上昇による乳頭腫の退行現

象を観察したところ、退行の抑制が腿められ、乳頭園の退行にはコイPBLが関与してい

ることが示唆された。今回、我々は、電顕による乳頭随の観察を行った．その緒呆、

比較的大きな頴粒を有する浸潤細胞が数多く観察された。退行期の乳頭腿組織を分散

し細胞とした後、Percoll密度勾配遠心分蔭により分画したところ、比重1．075-1.121

(F、3)と1．121以下(F、4)に、穎粒球観の細胞が優位に観察された。これらの酵素染色を

行ったところ、F、3において優位な細胞は、好酸性の穎粒を持ち、ペルオキシダーゼ、

アルカリフオスフアターゼ陰性、酸性フオスフアターゼ陽性であった。F、4において優

位な細胞は、染色性はF、3の細胞と同椴であるが、穎粒は明瞭には観察されなかった。

これらの細胞は、コイでは末梢血等に希であると報告されている好酸球あるいは好塩

基球に類似している。以上の結果より、これらの細胞が、乳頭腫の退行に関与してい

る可能性があり、その樋龍および由来を明らかにする必要があると考えられた。

NATSUHIMORITAICELLSINFILTRATINGINTOCHV-INDUCEDCARPPAPILLOMA
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B11メダカの腹腔浸出白血球の食作用と包囲化

中村弘明、下沢淳海（濁協医科大学、解剖）、菊池慎一（千葉大学、小湊

実駿喝）

メダカの腹腔内に異物を投与し、浸出白血球の反応を形態的および組織化学的に

調べた．浸出白血球はマクロファージ、好中球、リンパ球の主に3種の細胞で、

前2樋に食作用が観察された、股初に浸出してくる好中球はぺルオキシダーゼ陽

性で、SRBCやラテックスビーズを取込むが、1細胞当りの取込み量はあまり

多くない．一方、マクロフアージは非特異的エステラーゼ陽性で、異物に接する

と突起を長く伸ばし、顕著な食作用を示した．また、この突起により多数の異物

をまとめて取込んだり、他のマクロファージとともに包囲化による異物の封じ込

みを示した．同穏異系統の個体の鱗を異物として腹腔内に神入すると、表皮と真

皮の部分はすみやかに排除されたが、plateの部分は包囲化されて長く腹腔

内に残った．plateの周辺を包囲している細胞は慨ね旧平化しているが、鱗

に接している細胞には大形（多核？）の物があり、現在、破骨操細胞の作在につ

いて検討中である．

HIROAKINAKAMURA:PHAGOCYTOSISANDENCAPSULATIONOFMEDAKA

B12メダカの主要組織適合性と連鎖するアロ抗原

◎

松崎貴（東大・理・動物）、酒泉満（都臨床研・実験動物）、鳩昭紘（東大・

理・動物）

昨年の本会において、メダカの鱗移植片の急性拒絶を支配する遺伝子座は2～4つ

であること、またこの急性拒絶を支配する遺伝子産物を明らかにするため、メダカの

アロ抗原に対するモノクローナル抗体（アロ抗体）を作製したことを報告した。頭腎お

よび牌臓細胞をターゲットとしたELISAおよび免疫組織化学的研究から、このアロ抗

体は、メダカ近交系HB11C.HB11A.HB12A.HB32C.Hd-rRの6系統の細胞と結合し、H04C.

H04C-B,H05.HNIの4系統の細胞とは結合しないことが分った。陽性系統のHB11Cと陰

性系統のH04Cを用いて適伝学的解析を行ったところ、鱗移植片の急性拒絶能とアロ抗

体の結合性とが連動する傾向がみられた。このことは、アロ抗体の鯉職する抗原がメ

ダカの主要組織適合抗原そのものであるか、両者をコードする遺伝子が連鎖している

可能性を示している。アロ抗体隅性細胞は、頭腎、牌臓、肝臓、心臓、および脇の上

皮に多数見られるが、他の組織にはあまり見られない。また、ウェスタンプロットに

より、抗原の分子伍は約40kdと推定された。

T.HATSUZAKI:ALL0ANT1GENASSOCIATEDWITHMAJORHISTOCOMPATIBILITYOFMEDAKA.
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B13DoNoN－BuRsADERｴvEDBLYMpHocYTEsINcHIcKExIsT？

HongweiZhang,XuguangTai,ShouhuaGaoandZheHuang

Dept.ofBiology,ShandongUniversity,P.R.China

ThedevelopmentanddifferentiationofBlymhocytesinthespleenof

bursectomicchickenswerestudiedmorphologicallyandaccompaniedbyusing

〆一naphthylacetateesterasetechnique・Theembryonicliverandbonemarrow

indifferentdevelopmentalstagesweredetectedbyimmunofluorescence

methods.TheBlymphocyteswerestillobservedinthespleenofthe

bursectomicchickens,althoughthenumberofBlymphocyteswaslimited.On

theotherhand,IgM-formingcellswerefoundinthe12th-dayembryonic

liverand17th-dayembryonicbonemarrowrespectively.Theresults

indicatedthatthepre-Blymphocytesofchickchieflyproducedbythebursa

ofFabricius,buttheembryonicliverandbonemarrowmightbeother

sourcesforsupplyingpre-Blymphocytestospleen.Thereforenon-bursa

derivedBlymphocytesmayexistinchick．

BlU ヒト繊毛性性腺刺激ホルモン(hCG)の錨ラット免疫機構に対する作用

カンチヤンムクパデイ’)、布村渉1.2》、平井秀松'）

'》囲癌研究所、2》日本バイオテスト研究所

ヒト繊毛性性腺刺激ホルモン(hCG)は、妊娘期において母体の免疫機龍を抑制し胎児を保

護していることが知られている。しかし、免疫抑制機能を持つhCGの、初期の生体防御樋檎に

おいて重要な役割を演じているC-reactiveprotein(CRP)などの急性期相蛋白に関わる影唇につ

いては知られていない。一方、演者らは先に、ラットCRPの血滑レペルがエストラジオール

17－β処理により低下することを観察し、CRPの産生が性ホルモンの作用を受けていること

を示唆した。本研究では、hCGの免疫機欄に対する作用を明かにするために、ラットCRP血

清レペル及び抗体童生に対する影密を鯛ぺ、若干の知見を得たので報告する。

＜材料と方法＞

鐙ウイスターラット（8週鰯）にhCG(Sigma)の300IU、600IU、

1000IUをi、p・投与し、24時間後に採血した．対照群は、マンニトール(Img)を

含むPBSを同椴に投与した．各郡は5匹のラットを用いた．血滑CRPレベルはロケット免疫

愈気泳動により測定した。

鍵ウイスターラット（8週齢）に20%緬羊赤血報(SRBC)1mlをi･P・投与し24

時間後、hCG300IUを同織に処理した。血中抗体力価の総時的変化はマイクロタイタ一法

で鯛ぺた。

<結果＞雄ウイスターラット（8週齢）の血澗CRPレベルは422．4624．lMg/

mlであった。hCG300IU投与群の血澗CRPレペルは631．6±31．2ag/ml

(p<0．001)、hCG600IU投与群では534．1±36．7itg/ml(p<0.

05)、hCGlOOOIU投与群では577．7±13．liig/ml(p<0．001)、

対照群では406．8±13．7mg/mlであった．ラット血滑CRPレベルはhCGにより

有意に上昇することが明かとなった。

hCGはラットのSRBCに対する抗体童生を有意に抑制した．

エⅡmunoregulationinratbyhCGMukhopadhyay,K.
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B15アルブミン感作によるマウス中枢神経系内の肥満細胞

O秦亮側、石橋治雄

（帝京大医・解剖）

抗原として卵白アルブミンを溶解させ、マウスの皮下に注射した。惑作は5～6週齢

に初回感作、7日後に第2回感作、さらに7日後に惹起を行った。材料は感作ごとに

感作後次の感作を行う削日に、脳を取り出して各々の処置を施した。

I．視床上部：対照群、初回惑作の手綱核とその周辺には肥潤細胞が比較的多く存在

した。2回惑作ではこの部位の血管壁に沿って細胞が集団をなしているのもあった。

惹起したものでは脱穎粒を起こしている細胞が多くみられた。脱顧粒しない細胞は少

なく、細胞内の穎粒も少なかった。視床背側部と視床後部：対照群、初回惑作の内側

核とその周辺及び膝状体核に多くの肥満細胞が露ぬられた。2回惑作では、細胞の集

団として混められることが多く、また細胞内の願粒も充淘していた。惹起後死亡した

ものでは肥満細胞がほとんど脱穎粒していた。惹起後も生存した動物では細胞数は少

なく、細胞内の穎粒も少なかった。

II．o-PHTALALDEHYDEによるヒスタミンの蛍光は2回感作の肥満細胞内の願粒がいち

ばん強く、初回感作、無感作の頭で弱くなる傾向を示した。

RYOSUKEHATA:THEHASTCELLSINCENTRALNERVOUSSYSTEHOFIMMUNIZEDHICE
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2)東京農工大学・農学部・植物防疫・害虫研
3)0423-64-3311内線409，404
4)捕食寄生性昆虫の生理学

有馬雅史ARIHAHASAFUHI

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)猫協医科大学・アレルギー内科
3)0282-86-1111内線0780
4)臨床アレルギー学

浅田伸彦ASADANOBUHIKO

1)〒700岡山市理大町1－1
2)岡山理科大学・理学部・生物学教室
3)0862-52-3161内線4223
4)ショウジョウバエの生体防御

芦田勝朗ASHIDAKATSURO

1)〒104東京都中央区勝どき5－5－1
2)農林水産省中央水産研究所
生物機能部分子生物研究室
3)03-531-1221
4)水産無脊椎動物の自己・非自己の認識機構
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芦田正明ASHIDAHASAAKI

1)〒060札幌市北区北19条西8丁目
2)北海道大学・低温科学研究所
3)011-716-2111内線6878、FAX:011-716-5698
4)昆虫の液性・生体防御反応

粟屋和彦AWAYAKAZUHIKO

1)〒753山口市大字吉田1677－1
2)山口大学
3)0839-22-6111
4)リンパ細網組織

安住薫AZUHIKAORU

1)〒060札幌市北区北12条西6丁目
2)北海道大学・薬学部・薬品生物化学
3)011-716-2111内線3917
4)原索動物ホヤのまるごとの免疫学

枝村忠腐EDANURATADAHIRO

1)〒676兵庫県高砂市高砂町宮前町1－8
2)鐘淵化学工業株式会社・生物化学研究所
3)0794-45-2411
4)哨乳動物の可動遺伝子

藤井保FUJIITAHOTSU

1)〒734広島市南区宇品東1丁目1－71
2)広島女子大学家政学部
3)082-251-5178内線511
4)免疫機構の系統発生に関する研究

富家雅子fUKEHASAKO

1)〒920金沢市丸の内1－1
2)金沢大学・理学部・生物学教室
3)0762-62-4281内線553
4)マボヤの個体性

福本哲夫FUKUHOTOTETSUO

1)〒755山口県宇部市小串1144
2)山口大学・医学部・第1解剖学教室
3)0836-22-2201
4)免疫系・血球系などの個体発生並びに系統
発生



古田恵美子FURUTAEHIKO

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)福協医科大学・第2解剖学教室
3)0282-86-1111内線2111
4)陸生軟体動物の生体防御

後藤利奈GOTORINA

1)〒022-01岩手県気仙郡三陸町越喜来
2)北里大学・水産学部
3)0192-44-2121

4）

浜口昌己HAHAGUCHIHASAHI

1)〒739-04広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5
2)水産庁南西海区水産研究所
資源増殖部貝類研究室
3)0829-55-0666

4)下等動物の生体防御
（魚、カニ、エビ、貝等）

原彰彦 HARAAKIHIKO

1)〒041-11北海道亀田郡七飯町桜町498
2)北海道大学水産学部附属七飯養魚実習施設
3)0138-47-3601

4)魚類（サケ科）の免疫グロブリン

林智人HAYASHITOHOHITO

1)〒156東京都世田谷区桜ケ丘1－1－1
2)東京農業大学家畜血消学研究所
3)03-420-2131内線619
4)免疫遺伝学・家畜育種学

細川 友秀HOSOKAHATOHOHIDE

1)〒602京都市上京区河原町広小路上ル
2)京都府立医科大学・公衆衛生学教室
3）
4）

本間義治HONHAYOSH1HARU

1)〒950-21新潟市五十嵐二の町8050
2)新潟大学・理学部・生物
3）
4)魚類・円口類の胸腺活動と内分泌腺
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今泉晃IHAIZUHIAKIRA

1)〒154東京都世田谷区太子堂3-35-31
2)小児医療研究センター・免疫
3)03-414-8121内線772
4)胸腺-Tcell分化の場の研究

石橋治雄ISHIBASHIHARUO

1)〒173東京都板橋区加賀2-11-1
2)帝京大学・医学部・第2解剖学教室
3)03-964-1211

4)中枢神経系内の免疫反応

石田幸子ISHIDASACHIKO

1)〒036弘前市文京町3
2)弘前大学・理学部・生物学科
3)0172-36-2111内線4261,4263
4)プラナリヤの再生機桶に関する
免疫学的研究

伊丹 利明ITAHITOSHIAKI

1)〒759-65山口県下関市永田本町2-7-1
2)農林水産省・水産大学校・増殖学科
3)0832-86-5111内線359
4）

伊藤映子ITOHEIKO

1)〒211川崎市中原区小杉御殿町2-67-6
井上ビル4F
2)真珠科学研究所
3)044-733-7351

4）

岩本慎-IWAMOTOSHIN-ICHI

1)〒606京都市左京区松ケ崎御所海道町
2)京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科
蚕糸生産教室
3)075-791-3211内線733
4)昆虫病理学

岩永貞昭IMANAGASADAAKI

1)〒812福岡市東区箱崎6－10－1
2)九州大学・理学部・生物・生体高分子学
3)092-641-1101内線4428

4)無脊椎動物の体液凝固と免疫機構の解明
（生化学）



井筒ゆみIZUTSUYUHI

1)〒158東京都世田谷区深沢2－1－1
2)東京都立大学理学部生物科発生学研究室
3)03-717-0111内線3525
4）

神谷 久男KAHIYAHISAO

1)〒022-01岩手県気仙郡三陸町越喜来
2)北里大学水産学部
3)0192-44-2121内線34
4）

片桐千明KATAGIRICHIAKI

1)〒060札幌市北区北10条西8丁目
2)北海道大学・理学部・動物学教室
3)011-716-2111内線5298
4)下等脊椎動物における免疫磯構の発生

川原浩通KAHAHARAHIROHICHI

1)〒141東京都品川区上大崎2-10-35
2)国立予防衛生研究所・抗生物質部
3)03-444-2181内線389
4)マウスの腫癌免疫．特にマクロフアージに
関連して

川上正也KAHAKAHIHASAYA

1)〒228相模原市北里1－15－1
2)北里大学・医学部・分子生物学教室
3)0427-78-8816,9115
4)脊椎動物に普遍的な血清殺菌蛋白質

菊池 慎-KIKUCHISHIN-ICHI

1)〒299-55千葉県安房郡天津小湊町内浦1
2)千葉大学・理学部・海洋施設小湊実験場
3)04709-5-2201
4)硬骨魚類（メダカ、ヒラメ）の免疫機構

杵淵課二郎KINEFUCHIKENJIRO

1)〒950-21新潟市内野深甥2140
2）
3)025-261-1292
4)両生類の移植免疫
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木村一郎KIHURAICHIRO

1)〒143東京都太田区大森西5-21-16
2)東邦大学・医学部・免疫学
3)03-762-4151内線2604
4)無尾両生類の免疫機梢

絹谷政江KINUTANIHASAE

1)〒791-02愛媛県温泉郡重信町志津川454
2)愛媛大学・医学部・第1解剖学教室
3)0899-64-5111内線2051
4）

来生 淳KISUGIJUN

1)〒199-01神奈川県津久井郡相模湖町
寸沢嵐1091-1
2)帝京大学・薬学部・薬品化学教室
3)04268-5-1121内線385
4)海洋軟体動物由来の生物活性物質

北野日出男KITANOHIDEO

1)〒184東京都小金井市貫井北町4-1-1
2)東京学芸大学・生物学教室
3)0423-25-2111内線2690
4)寄生蜂の生物学

北尾 忠利KITAOTADATOSHI

1)〒889-21宮崎市学園木花台西1丁目1番地
2)宮崎大学・農学部・水産衛生学教室
3)0985-58-2811内線3370
4)魚類免疫学

小林富美恵KOBAYASHIFUHIE

1)〒181東京都三鷹市新川6-20-2
2)杏林大学・医学部・寄生虫学教室
3)0422-47-5511内線3467
4)宿主の防御メカニズム

小林邦彦KOBAYASHIKUNIHIKO

1)〒060札幌市北区北15条西7丁目
2)北海道大学・医学部・臨床検査医学講座
3)011-716-2111内線5154
4)免疫グロブリンの系統発生



小林身哉KOBAYASHIMIYA

1)〒466名古屋市昭和区溺舞町65
2)名古屋大学・医学部・解剖学第2講座
3)052-741-2111

4)体表の防御機構とランゲルハンス細胞

小林 睦生KOBAYASHIMUTSUO

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)濁協医科大学・医動物学教室
3)0282-86-1111内線2250
4)寄生虫感染と節足動物の生体防御

小松功KOHATSUISAO

1)〒300-12茨城県稲敷郡茎崎町高見原2-9-22
2)共立商事株式会社・中央研究所
魚病細菌室
3)0298-72-3361
4)魚病ワクチン

小谷英治KOTANIEIJI

1)〒060京都市左京区松ケ崎御所海道町
2)京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科
蚕糸生産学教室
3)075-791-3211内線733
4)昆虫病理学

熊谷勝男KUHAGAIKATSUO

1)〒98O仙台市星陵町4番1号
2)東北大学・歯学部・微生物学教室
3)022-274-3139内線3139
4）

熊潔教真KUHAZAHANORICHIKA

1)〒680鳥取市湖山町南4丁目101
2)鳥取大学・農学部
3)0857-28-0321内線5341
4)軟体動物の免疫

栗原浩KURIHARAHIROSHI

l)〒439静岡県小笠郡菊川町加茂3360
2)クミアイ化学工業（株）生物科学研究所
3）
4）
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楠田理-KUSUDARIICHI

1)〒783高知南国市物部乙200
2)高知大学・農学部・水族病理学講座
3)0888-63-4141

4)魚類免疫学

黒漂良和KUROSAWAYOSHIKAZU

1)〒470-11豊明市沓掛町薬ケ窪
2)藤田学園保健衛生大学医学部
3)0562-93-9387
4）

牧野直 HAK1N0NAOSHI

1)〒299-52千葉県勝浦市浜勝浦178-17
2)千葉県栽培漁業センター
3)0470-73-5575,5576
4）

松里寿彦HATSUSATOTOSHIHIKO

1)〒100東京都千代田区霞ヶ関1-2-1
2)農林水産省・農林水産技術会議事務局
3)03-502-8111内線4446,
03-501-9886(直通）
4）

松谷武成HATSUTANITAKESHIGE

1)〒981仙台市青葉区堤通雨宮町1-1
2)東北大学・農学部・水産学科
水産増殖学講座
3)022-272-4321内線294
4)海産貝類の生殖生理

松崎貴HATSUZAKITAKASHI

1)〒113東京都文京区本郷7-3-1
2)東京大学・理学部・動物学教室
3)03-812-2111内線4443
4)メダカの移植片拒絶機構

三菱油化（株）養魚飼料開発室
唐津営業所

1)〒847-01
2）

3）
4）

佐賀県唐津市中瀬通10-20



宮本和久 MIYAMOTOKAZUH1SA

1)〒305茨城県つくば市大わし1-2
2)農林水産省・蚕糸昆虫技術研究所
生体情報部・生体防御研究室
3)0298-38-6154

4）

宮坂昌之 HIYASAKAHASAYUKI

1)〒133東京都文京区本駒込3-18-22
2)東京都・臨床研・免疫
3）
4）

森肇MORIHAJIHE

1)〒606京都市左京区松ケ崎御所海道町
2)京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科
3)075-791-3211内線733
4)昆虫病理学、昆虫ウイルス学

森田菜採M0R1TANATSUHI

1)〒108東京都港区港南4-5-7
2)東京水産大学・水族病理学研究室
3)03-471-1251内線397
4)魚類免疫学

Mukhopadhyay,Kanchan

1)〒185東京都国分寺市東戸倉1-15-3
2)腫痛研究所
3)0423-25-2247
4)0ncology&InBunology

村松繁MURAHATSUSHIGERU

1)〒606京都市左京区北白川追分町
2)京都大学・理学部・動物学教室
3)075-753-4088
4)生体高次調節学

村本光二MURAHOTOKOJI

1)〒022-01岩手県気仙郡三陸町越喜来
2)北里大学・水産学部
3)0192-44-2121
4)水産生化学
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村山裕-HURAYAHAYUICHI

1)〒3O5つくば市八幡台1
2)筑波霊長類センター
3)02975-5-2121

4)非ヒト霊長類の細胞性免疫

室賀清邦MUROGAKIYOKUNI

1)〒724東広島市西条町下見
2)広島大学生物生産学部水族病理学研究室
3)0824-22-7111

4)魚類の細菌感染症

中島 泉NAKAJIHAIZUMI

1)〒466名古屋市昭和区餌舞町65
2)名古屋大学・医学部・免疫学講座
3)052-741-2111

4)免疫応答の調節とその機構に関する研究

中島民治NAKAJIHATAHIJI

l)〒807北九州市八幡西区医生ケ丘1-7-101
2)産業医科大学・第1解剖学教室
3)093-603-1611内線2282
4)肉眼解剖学

中村弘明NAKAMURAHIROAKI

l)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)濁協医科大学・第2解剖学教室
3)0282-86-1111内線2113
4)硬骨魚（メダカ）の免疫系

中村俊博NAKAMURATOSHHIIRO

1)〒198東京都青梅市新町2221-1
2）（株）日本生物科学研究所
3)0428-31-5135
4)カエル及びニワトリの免疫学

中西照幸NAKANISHITERUYUKI

1)〒519-04三重県度会郡玉城町昼田224-1
2)養殖研究所玉城分室病理部免疫研究室
3)0596-58-6411
4)魚類免疫学



名取俊二NATORISIIUNJI

1)〒113東京部文京区本郷7-3-1
2)東京大学・薬学部
3)03-812-2111

4)無寄椎動物の免疫化学、真核生物遺伝子の
生化学

二宮学 NINOMIYAHANABU

1)〒783高知県南国市物部乙200
2)高知大学・農学部・水族病理学講座
3)0888-63-4141

4)魚類免疫学

西川一義NISHIKAHAKAZUYOSHI

1)〒528滋賀県甲賀郡水口町大字宇川
字稲場37-1
2)白井松新薬KK・開発研究部
3)0748-62-3250

4)組織適合抗原

西村仁志NISHIMURAHITOSHI

l)〒783高知県南国市物部乙200
2)高知大学農学部水族病理学講座
3)0888-63-4141内線632
4)魚類の免疫機能

丹羽允NIUAMAKOIO

1)〒545大阪市阿倍野区旭町
2)大阪市立大学・医学部・細菌学教室
3)06-645-2051（直通）
4)カブトガニの生体防御系、内毒素反応性の
比較生化学

野田伸-NODASHIN-ICHI

1)〒890鹿児島県鹿児島市宇宿町1208-1
2)鹿児島大学・医学部・医動物学教室
3)0922-64-2211内線2099
4)寄生虫学、中間宿主貝の防御反応

野間口 隆NOHAGUCIIITAKASHI

1)〒173東京都板橋区栄町35－2
2)東京都老人繕合研究所・生物学部
3)03-964-1131内線3021
4)自己免疫
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野本亀久雄NOHOTOKIKUO

1)〒812福岡市東区馬出3T目1－1
2)九州大学生体防御医学研究所免疫学部門
3)092-641-1151内線3761
4)免疫生物学

布村渉NUNOHURAHATARU

1)〒185東京都国分寺市東戸倉1-15-3
2)腫漕研究所・日本バイオテスト研
3)0423-25-2070、FAX:0423-25-2247
4)C-reactiveprotein(CRP)の研究

緒方博丸OGATAH1ROMARU

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)楊協医科大学・第1麻酔学教室
3)0282-86-1111

4)エンドトキシン

大日向浩OHINATAHIROSHI

1)〒060札幌市北区北10条西8丁目
2)北海道大学・理学部・動物学教室
3)011-716-2111内線5300
4)個体発生における血球系細胞分化
(Xenopus)

大西耕二OHNISHIKOJI

1)〒950-21新潟市五十嵐二の町8050
2)新潟大学・理学部・生物学教室
3)0252-62-6268

4)分子進化学・免疫系の分子進化

大島俊一郎OHSHIHASHUN-ICHIRO

1)〒783高知県南国市物部乙200
2)高知大学・農学部・水族病理学講座
3)0888-63-4141
4)魚類免疫学

大竹伸-OHTAKESHIN-ICHI

1)〒173東京都板橋区大谷口上町30-1
2)日本大学・医学部・生物学教室
3)03-972-8111内線2291
4）



岡本信明OKAHOTONOBUAKI

1)〒108東京都港区港南4-5-7
2)東京水産大学資源育成学科
3)03-471-1251内線325
4)魚類免疫学、特にNK細胞について

大川けい子OKAWAKEIKO

1)〒036青森県弘前市文京町1
2)弘前大学・教養・生物
3)0172-36-2111内線5243
4)海産軟体動物（ミノウミウシ類）
の生体防御機梢

斉藤雷太SAITOHRAITA

1)〒112東京都文京区小石川5-5-5
2)エーザイ（株）勤薬事業部開発室
3)03-817-3871

4）

斉藤康典SAITOYASUNORI

1)〒415静岡県下田市5-10-1
2)筑波大学下田臨海実験センター
3)05582-2-0346
4)ホヤにおける自己・非自己認識機構の研究

酒井正博SAKAIHASAHIRO

1)〒022-01岩手県気仙郡三陸町越喜来
2)北里大学・水産学部
3)0192-44-2121

4）

佐々 木武二SASAKITAKEJI

1)〒108東京都港区白金5-9-1
2)北里研究所・研究部免疫II室
3)03-444-6161内線2271
4)魚類の免疫機梢の解析および免疫応答

沢田知夫SAHADATOMOO

1)〒755山口県宇部市小串1144
2)山口大学・医学部・第1解剖学教室
3)0839-22-2202
4)ホヤの血球細胞についての解析
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関島安隆SEKIJIHAYASUTAKA

1)〒338埼玉県浦和市上大久保519
2)埼玉県立衛生短期大学・免疫血清学研究室
3)048-854-5551内線276
4)補体系の分化と進化

所漂 朗子SHOZAHAAKIKO

DBox540、S-75121Uppsala,Sweden
2)DepartmentofPhysiologicalBotany.
UniversityofUppsala
3）

4)無脊椎動物（甲殻類・軟体動物）の免疫系

宍倉文夫SHISHIKURAFUMIO

1)〒173東京都板橋区大谷口上町30-1
2)日本大学・医学部・生物学教室
3)03-972-8111内線2291
4)ホヤの血液研究

鈴木邦夫SUZUKIKUNIO

1)〒061-14北海道恵庭市北柏木3-373
2)北海道立水産瞬化場
3)0123-32-2135

4)魚類免疫・ウィルス

鈴木譲SUZUKIYUZURU

1)〒113東京都文京区弥生1－1－1
2)東京大学・農学部・水産学科・魚類生理
3)03-812-2111内線5286
4)魚類の生体防御機構

舘鄭TACHICHIKASHI

1)〒113東京都文京区本郷7-3-1
2)東京大学・理学部・動物学教室
3)03-812-2111内線4449
4)卵着床と初期歴の発生生理
（ラット、マウス）

高木尚TAKAGITAKASHI

l)〒98O仙台市青葉区荒巻字青葉
2)東北大学・理学部・生物
3)022-222-1800内線3469
4)生化学



高木知道TAKAGITOMOHICHI

1)〒770徳島市蔵本町3-18-15
2)徳島大学・歯学部・第2解剖学教室
3)0886-31-3111内線5205
4)上皮性リンパ組織の発生

田中邦男TANAKAKUNIO

1)〒173東京都板橋区大谷口上町30-1
2)日本大学・医学部・生物学教室
3)03-972-8111内線2291
4)ホヤの生体防御機構

田中 利治 ｢ANAKATOSHIHARU

1)〒461名古屋市千種区不老町
2)名古屋大学・農学部・害虫学
3)052-781-5111内線6254
4)寄主、寄生蜂間相互作用

種田保穂TANEDAYASUHO

1)〒24O横浜市保土ケ谷区常盤台156
2)横浜国立大学・教育学部・生物
3)045-335-1451内線2298
4)群体ホヤの群体特異性に関する研究

谷合幹代子TANIAIKIYOKO

1)〒305つくば市大わし1-2
2)農林水産省・蚕糸昆虫農技研
生体情報部生体防御
3)02975-6-6154

4）

寺師義典TERASHIYOSHINORI

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)猫協医科大学・アレルギー内科
3)0282-86-1111内線2705
4)臨床アレルギー学

手代木渉TESH1R0GIWATARU

1)〒036弘前市文京町3
2)弘前大学・理学部・生物学教室
3)0172-36-2111内線4261
4)モノクローナル抗体を用いてのプラナリア
再生機構の研究
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栃内新TOCHINAISHIN

1)〒060札幌市北区北10条西8T目
2)北海道大学・理学部・動物学教室
3)011-716-2111内線5293,5300
4)両生類免疫システムの発生

友永進TOHONAGASUSUHU

1)〒755山口県宇部市小串1144
2)山口大学・医療技術短期大学部
3)0836-22-2812(直通).2132(庶務）
FAX:0836-22-2130

4)魚類の免疫系、無脊椎動物の免疫系

宇野賀津子UNOKAZUKO

1)〒606京都市左京区田中門前町103－5
2)財団法人・京都パストゥール研究所
3)075-712-6009,FAX:075-712-5850
4）

和合治久WAGOHARUHISA

1)〒350-04埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38
2)埼玉医科大学・短大・免疫学
3)0492-95-1111内線3-233
4)昆虫類購題目食細胞による異物認識機構

和気朗WAKEAKIRA

1)〒182東京都調布市染地2－14－33
2）

3)0424-84-1619

4)細菌感染に対する免疫

渡遥浩WATANABEHIROSHI

l)〒180東京都武蔵野市吉祥寺東町2-16-3
2）
3)0422-22-4578
4)ホヤ自己・非自己の認識

八木繁実YAGISHIGEH1

l)〒305つくば市大わし1-2
2)農林水産省・蚕糸・昆虫農業技術研究所
3)0298-38-6085

4)寄生昆虫による寄主の発育制御機構



山田武YAMADATAKESHI

1)〒260千葉市穴川4-9-1
2)放射線医学総合研究所・生物研究部
3)0472-51-2111内線243
4)胸腺細胞死(Apoptosis)の分子機構

山口恵一郎YAHAGUCHIKEIICHIRO

1)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2)癌協医科大学・総研・電顕室
3)0282-86-1111内線2126
4)陸生軟体動物（ナメクジ）の生体防御機描

山口 宣夫YAHAGUCHINOBUO

1)〒920-02石川県河北郡内謎町字大学
2)金沢医科大学・血清学教室
3)0762-86-2211

4)免疫能の個体及び系統発生学

山川稔YAHAKAWAHINORU

1－1

1)〒305つくば市大わし1－2
2)農林水産省・蚕糸昆虫農業技術研究所
生体情報部・生体防御研究室
3)02975-6-6154（直通）
4)昆虫生化学

山崎 正利YAMAZAKIMASATOSHI

1)〒199-01神奈川県津久井郡相模湖町
2)帝京大学・薬学部
3)04268-5-1121内線385
4)海洋生物由来の生物活性物質

横漬道成YOKOHAMAHICHINARI

1)〒099-24北海道網走市字八坂196
2)東京農業大学生物産業学部
動物資源学研究室
3)0152-48-2116内線336
4）

横室公三YOKOHUROKOZO

1)〒113東京都文京区千駄木1-1-5
2)日本医科大学・微生物学免疫学教室
3)03-822-2131内線258，274
4)マクロファージによる免疫応答の制御
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横沢英良YOKOSAWAHIDEYOSHI

l)〒060札幌市北区北12条西6丁目
2)北海道大学・薬学部・薬品生物化学講座
3)011-716-2111内線3754
4)生化学

油井 聡YU1SATORU

1)〒199-01神奈川県津久井郡相模湖町
2)帝京大学・薬学部
3)04268-5-1121内線385
4)マクロファージの増殖研究

湯川 龍雄YUKAWATATSUO

-02栃木県下都賀郡壬生町北小林8801)〒321-02栃木県下都賀郡壬生町
2)獅協医科大学・アレルギー内科
3)0282-86-1111内線2705
4)臨床アレルギー学

会員（追加）

I則漂文 SEKIZAWハAYA

1)〒271千葉県松戸市相模台531
2)聖徳大学短期大学部生活文化学科
3)0473-65-1111(代表）
4)下等脊椎動物の補体系



賛助会員

1)白井松新薬株式会社：〒528滋賀県甲賀郡水口町大字宇川字稲場37－1

沓:0748-62-3258,FAX:0748-62-9061

2)和研薬株式会社：〒606京都市左京区北白川西伊織町25

窓:075-721-8111、FAX:075-721-8189

3)ミツワ理化学工業株式会社：〒765宇部市朝日町2番21号

宇部支店a:0836-21-4146

4)藤沢薬品工業株式会社：〒532大阪市淀川区加島2丁目1番6号

容:06-390-1206、FAX:06-304-2834

b)塩野義製薬株式会社研究室：〒553大阪市福島区鷺洲5丁目12番4号

琶:06-458-5861、FAX:06-458-0987

6)大日本製薬株式会社総合研究所：〒564大阪府吹田市江の木町33番94号

窓:06-337-5876、トAX:06-338-7656
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日本比較免疫学研究会・会則

I.名称
一

II

1．本会は、日本比較免疫学研究会(TheJapaneseAssociationforDevelopmental&
ComparativeImraunologyiJADCI)と称する。

目的
■■■■■■■■■■■

1．本会は、比較免疫学に関する研究の進歩をはかることを目的とする。

Ill事業
一

1

IV

1

本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。
1）学術集会の開催
2）学術集会Abstract集の発行
3)Newsの発行
4）国際比較免疫学会との交流
5）アジア・オセアニア地区研究者との交流
6）その他、本会の目的に必要と認められる事業

全員

本会の会員は、その趣旨に賛同し所定の入会手続きを経たものとする．
1）個人会員：個人会費を納める者。
2）賛助会員：本会の趣旨に賛同し賛助会費を毎年継続的に納める者。
3）2年以上会費を滞納し、催告に応じないときは会員の資格を失う。

V・役員

1．本会に、会長1名、副会長1名、庶務・会計1名、会計監査2名、フ･ログラム役員
2名、抄録役員1名の役員をおく．

2．会長は本会を代表する。会長は役員会を主催する。

3．会長は役員会において推薦し、全個人会員の投票によって得票数の最も多かった者
に決定する。

4．会長を除く他の役員は会長が委嘱する。

5．役員の任期は2年とし、重任、再任を妨げない。但し、会計監査は他と重任できな
い。

VI.会議

1．繕会は議決機関であり、会長は原則として年1回学術集会時にこれを招集し、出席
会員を以て梢成する。

2．役員会は会長が主催し、原則として年1回開く。
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VII.会計
一

1．本会の経費は会費その他の収入をもってあてる。会費は事務局に納める。

2．会計年度は毎年4月1日より始まり翌年3月31日に終わる。

3．会計監査役員は、会計年度の終わりにその年度の決算を審査承認し、総ヨ
る。

総会に報告す

VIII．会則改正
一

1．本会則の改廃は、繕会において出席者の2/3以上の賛成を必要とする。

附則

1．個人会員の会費は、年額3000円とする。

2．賛助会員の会費は、1口20000円とする。

3．本会の事務局は、庶務・会計役員が所属する機関の施設におく。

日本比較免疫学研究会事務局

〒321-02

栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880
独協医科大学第2解剖学教室
TEL:0282-86-1111内線2113
FAX:0282-86-6214
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THEJAPANESEASSOCIATIONFORDEVELOPMENTALANDCOMPARATIVE

nIMUNOLOGY(JADCI)

OFFICERS

April1990-March1992

PRESIDENT

ShlgcruMuramatsu
DepartmentofZoology
FacultyofScience
KyotoUniversity
Kyoto606

VICEPRESIDENT

SusumuTomonaga
壁h亜lofAlli国H里Ⅱh

壁I璽室

YamagucbiUniversity
U塵755

SECRETARY/TREASURER

EmlkoFuruta

DepartmentofAnatomy
DokkyoUniversity
SchoolofMedicine

Mibu

Tochigi321･02

PROGRAMOFFICERS

KlkuoNomoto

DepartmentofImmunology
MedicalInstituにof

BioZ℃gulation
KyushuUniversity
H』kuo胸814

HarubisaWago
LaboratoryofImmunology
DepartmentofMedical
T唾hnoIo師．
§且”mnM国1国1School

JunioraⅡe8e
g且i1匁、負麺004

ABSTRACTOFFICER

KunioTanaka

DepartmentofBiology
NihonUniversity
SchoolofMedicine

I哩睡串hi､ku

To灯⑥173

CONSTITUTION

TRUSTEES

IllroshlWatanabe

To跡OKaseigakuinUniversity
TsukubaJuniorCollege
砥uku睡釦5

ShinTochlnai

DepartmentoI…logy
FacultyofScience
HokkaidoUniversity
Sapporo060

Article1.Name

1.ThenameoftheAssociationshallbeTheJapaneseAssociationforDevelopmentalandComparative
Immunology(JADCI).

ArticleII・Object

l・TheAssociationshallbeanorganizationtoadvancestudiesondevelopmentalandcomparativeimmunolo圏．

ArticleHI･Business

1.TheAssociationshallconductbusinessdescribedbelowtoachievetheObjectoftheAssociation.
1)Scientificmeeting.
2)PublicationofAbstractsofpapersreadintheScientificmeeting.
3)Publi図lionofNewsLetter.
4)CommunicationswithInternationalSocietyforDevelopmentalandComparativeImmunology
(ISDC1).
5)CommunicationswithscientistsintheAsia-PacificArea.
6)OtherbusinesswhichshallbethoughttobedonetoachievetheObjectoftheAssociation.

ArticleIV.Membership

1・MembershipintheAssociationshallbeopentoscientistswhosharethestatedpurposeoftheAssociation.The
membershipshallbeauthorizedbyregistration.
1)Active(Individual)membersshallpayyearlydues.
2)CorporateAffiliate.Anyindividual,company,agency,ororganizationinterestedinaccomplishingthe
purposesoftheAssociationmaybecomeaCorporateAffiliateonthepaymentofafeeforannualdues
tobesetbyBusinessMeeting.
3)Memberswhoseannualduesremainunpaidfor2fiscalyearsormorearetobenotifiedinwritingby
lheTreasurer,andifstillunpaidsuchamembershallforfeitmembership.
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ArticleV･Officers

1.OfficersoftheAssociationshallbeaPresident,aVice-President,aSecretary-Treasurer,twoTrustees,two
ProgramOfficers,andanAbstractOfficer.

2.ThePresidentwillalwaysserveasaChairperson.ThePresidentwillpresideovertheCouncilcomposed
ofOfficersoftheAssociation.

3.CandidatesofthePresidentshallberecommendedintheCouncil,andthenthePresidentshallbeelectedbya
majorityvoteofallActive(Individual)membersoftheAssociation.

4.All○価cersexceptthePresidentshallbeaskedandnominatedbythePresident.
5.7℃rmsofallOfficersshallbe2years,however,theycanbereappointed.OfficersexcepttwoTrusteescantake
twoormoreappointments.

ArticleVI.Meeting

1.BusinessMeetingshallbethemostauthorizedbodywhichwillbeopenedbythePresident'scall.TheBusiness
Meeting,consistedofattendedmembers,shallbeheldonceayearasarule,inconjunctionwithaScien
tificMeeting.

2.TheCouncilcomposedoftheOfficersandpresidedbythePresidentshallbeheldannuallyasarule.

ArticleVII・Financial

1.FinancialexpenseoftheAssociationisbasedonannualduesofmembersandtheotherincome.Annualdues
arepayabletoBusinessOffice.

2.FiscalcalendarshallstartApril1andconcludeMarch31.
3.TrusteesshallexamineannualaccountingbytheendoffiscalcalendarandreportitatIheBusinessMeeting.

ArticleVIII．Amendments

1.Thisconstitutionmaybeamendedatanybusinessmeetingofmembers・Morethan2/3ofthevotesofactive
(Individual)memberspresentattheBusinessMeetingsshallbenecessaryforAmendments.

APPENDIX

1.Annualduesoftheactive(individual)membersare3000Japaneseyenahead.
2.Annualduesofthecorporatea画uateare20000Japaneseyenaa瞳mate、
3.Secretary-TreasurershallholdtheBusinesso筋ceoftheAssociation.

･meJADCIisα"“吻皿lo『藻"ktU”",butweopenourmemba曹坤印Sc鹿"iistsallovertheworld.Ifonewouldlike
tojointheJADCIasanactivemember,pleasesendyourmembershipdues(3,000yen)tothebankaccount
d匿町ibedbelow.

NameofBank:TheAshikagaBank,OmochanomachiBranch
AddressoftheBank:Mibu,Tochigi321-02,Japan
NameofAccount:｡TheJapaneseAssociationforDevelopmentalandComparativeImmunology(JADCI)
NumberofAccount:406460
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｜ｽｺー ブﾏﾝは光ﾌｧｲバー 照明技術を駆使した’ｽコ

|ﾌｧｲパーｽｺー顕微鏡です.先端のｶﾒﾗ部が25’と小さく’

｜対象物に接して容易に鮮明なｶﾗー 画像鵬られます。’
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○光ファイバー特殊照明の採用により見たい部分を鮮明に映像として写し出せます。

○光学レンズの交換によ0×50,×100、×200,×100倍の画面傭率が得られます。

○熊ﾉl'､(深度が深いので立体的な映像が兇られます。

○カメラヘッド部が25妙×150Lmmと小さく持ち易いデザインになっています。

○エンドスコープとの接合もエンドスコーブマンにて可能で細かい部分の観察に便利で

す。

○オフ･ションのスーパーインポーズとつなぐ、とモニター画面_上に年II日及びメッセージ

などを入れる事ができます。

○光《､f-レンズは接触形と非接触形があi)ます。

○I美療川ファイバースコープ。と接合できます。

○ピデオレコータ、－に記録できます。

応用分野総麓総湧認総溌認認湧麓麓麓麓麓認麓麓麓鶴認穐麓麓鍵麓鶴麓麓麓麓鱒麓湧鶴

病理検だ、内視鏡検だ、基礎医学、動物・植物観察、̂ 1三体観察、臨床|夷学

棒式会社加藤葛製作所
木社〒IIJ寅東部文京区本竃3.41pIO1ELO3･(811
喝王工屯〒322鳩玉県川口市東鋼症2-”－3花L“82(2KATOMANSEISAKUSHOCO.

53銅TLX272-.074.KA『MAN」、X‘03<815)6751

劃鑑
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BIOTECHNOLOGY－EQuIPMENT＆INsTRuMENTs-

forDEVELOPMENTAL&COMPARATIVEIMMUNOLOGY

．、クリーンベンチー無菌操作
E凸一

VSF-1300AVET-850G
汎用普及型卓上小型､エコノミータイプ

＝~－識》■仕様 ¥175.000

o奥行79cm薄型

Oフロントパネル、

カラー(5色）

Oステンレス

フラットテーブル

外寸：1300W×7900

x1860H■仕様

風速::.3～0.5msec外寸:850窯，
風■：20㎡mn風量:2.5㎡/､宙1

消費唾力:490w50Hz集塵率:0.3//99.9796以上

バイオハザード対策施設

ー

＊

風i幽咋幽込.畠‘－－
温度勾配恒温器

TG-100-AD
-由

■仕様

①1台で5台分の恒温器

②温度勾配5℃～50℃範囲
で5段階の温度設定’

③強制循環送風式

④人工照明も別途可能

⑤外寸：
555W×550L×1740H

￥950,000

●TG-100-ADCT￥1,050.000

③TG-200-AD¥1.400.000

●TG-200-ADCT¥1.500.000

ｌ
Ｉ

BioS.Clean研究設{肩･機器

株式会社日本医化器械製作所環境調節事業部
本社〒550大販市西l産,エ戸堀1丁目22番38号盃'<0I)>44307I2WFAX<OG>44b/641
束京営染所〒183蝋京都府中市,尚水',丘1丁目3番地8盃<0423>6b324訓t1FAX<0423>670382
福同営撹〃i〒ql1稲猛l市中【又診のrii目231号むく092>bllOb30I化FAX<092>621-9268
筑,慶営製明〒1帖夷城牟つく1J市犬久保j－10－
工鴫〒紺央賊崎11蝿野市駒γ昔5番417

12n<0298>6b-/40Ht'FAX<0298>b5-7403

号むく0729>58.1919㈹FAX<0729>56-1345

プログラム低温恒温器

LP-200-SDCT(昼夜切換2段設定）
度
丁
温
Ｃ

●
●
●
●

価格：

＋5～50℃

昼夜切換設定

霞
￥460,000－

ノ

’

安全キャビネット

VH-1300BH－Ⅱ巳
循環・排気系インターロック
排気70％以上、屋外

価

無菌培養室TCR-1.5P
■仕様

外寸：1.8×2.7×

清浄度：100-1“0

温度：20-35℃

照明:201ﾂ×2灯
電力：2.8KW

¥1,950.000
（殴置工事費別途）

●TCR－1P￥1,450．

●TCR-2P¥2.700.

●TCR-3P¥4.100.

恒温・恒湿槽

LP-2PH

(搬入･据付費等別途）

℃

'1

人工気象器|温度･湿度･照度

温度：＋5～50℃温度：15～

|x

湿
照
度：なり

50℃

ゆき

嘩咽1湾
’｜
ご'で

価格:¥9ffl).000価格:¥1.700:000

I－PH－2o0－RI－〕 _H－300－RDSCT

坐

ー



従来の光学顕微鏡の限界を超える
まったく新しい生物顕微鏡LSM-GB。
ｵﾘﾝバｽLSM-GBは､共焦点光学系を用いて､高解像度、高コントラスト､そして光軸方向の

飛躍的な解像度アップを実現した､共焦点走査型レーザ落射蛍光顕微鏡です｡世界で最初

にレーザ顕微鏡を実用化したオリンパスが生物医学界におくる、まったく新しい顕微鏡です。

走査型ﾚー ザ生物顕微鏡
（正立型）

LSM－GBLSM-GB

●レーザ光と共焦点光学系の採用により､フレ

アーの少ない､商解像度､高コントラストな像が得

られますb

●非常に浅い焦点深度像が得られるため､光学

的に標本をスライスすることができますbまた画像処

理､Zステージを組合わせれば､I動セクショニン

グ(断臓)、3次元構築も行うことができまれ

●共焦点観察と非共焦点観察の切換えはワン

タッチで行えますb

●新光学系を採用したBH2-RFGとの組合わせ

で､優れた像が得られま魂

●レーザは走査ユニットと光ファイバで接続される

ため､低振動でコンパクトな装置を実現しました。

●複雑塚光軸調整を廃し､非常に使い易い設計

です。

●マルチライン･アルゴン･イオンレーザによ<)多極

瀬の蛍光染色に対応できま魂

●基本的な観察は､コストパフォーマンスに優れた

観察Hiセットで行えます6

弓

顕微鎮･内視鏡･医療機･カメラ等の光学総合メーカー

ｵﾘﾝパｽ光学工業様式会社Op.YMPUS販売元株式会社ｵﾘﾝパｽ
カタロク・ハンフレツト等のご請求は株式会社オリンパス〒101束京都千代田区神田駿河台3-4(脆名館ピル）念03(251)8971へ
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マッピング･レートポテンシャル・
ベクトル心電図･標準12誘導心電厘
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マルチカーディナ

VCM－3000
多目的心電計
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●多目的システム心電計

標準12誘導心電図・ベクトル心電図・体表面マッピングの

各検査が簡単に行えます。またオプションで，体表面ヒス

束・レイトポテンシャル検査も行えます。

●カラーモニタによる表示

各検査波形やデータなどを,16ｲﾝﾁ九ラープﾗｳﾝ管で

見やすく表示します。

●サーマルレコーダによる記録

波形記録，モニタブラウン管面表示コピーなど，サーマル

レコーダで自在な記録が可能です。

・ファイリング機能

各検査のデータは，すべて5インチのフロッピー・ディス

ケットにファイリングできます。

・12誘導心電図検査は解析所見つき

12誘導心電図検査は，手動，自動そして解析記録も行えま

す。

●デジタルフィルタで安定化

各検査波形は，デジタルフィルタによりアーチファクトを
除去します。
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”u"…本社東京都文京区本郷3-39-40(03)815-2121(代）

●ME機器の総合メーカー
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標本に応じたﾌｲﾉﾚﾀｶ撰べるﾌｨﾙﾀ･ｶｾｯﾄ方式で、
ｼｬープな蛍光像を再現します。

必鐸

今一｣虫＝

■マイクロフォトF×A-RFL

蛍光色素の特性に応じ乙最適な励起･吸収ﾌｨﾙﾀの組み合わせが選

ぺ､明るく解像力の高い像が得られますbまた､Fura-8､Indo-1と

いったｶﾙｼｳﾑ漢度測定のための紫外域光にも対応するため､様々 な

蛍光試薬での観察が可能電弓｡FXAは写真撮影に光を10096活用｡さ

らに､12V100Wの光量により､微弱な蛍光像でも鮮明な写真擾影が可能

ですb

株式会社一旬ン

本社･光機営東部蘭徹鍾陳・1m東京都千代田区丸の内3-2-3(宮士ピﾙ)(03)216-1024
大飯営業所･542大阪市中央区南船翼2-W-瓢(輿国ビﾙ)(06)251-7083(代表）
●力如グをお送りいたし誌もご希望のかたは誌名と製品名をご明麗のうえ本社第微観
課までどう己

恥on康微鏡特約店

北海道ニコン樋■賑兜…社…伽1.札視市北区北11条西4-1-4Oすばるピル・…..(011)7姶-9銅1
霜会社アオパサイエンス･…"982･仙台志太白区寓沢1-5-30.．……･……………(鰹)243-19闘
鍾会社三啓・･･･…･……1喝･蓉睡京区湯向2-26..7.……････…･………･･･(03)839-7噸
オザワ科学鱈会社･'．.－…｡｡…･4剛･名古屋市璃徳区、域町B-41…｡，･･･…････……(052)開1-5331
株式会社京都コーガク…･･,｡｡･･･，噸･京”7毒区田中西撮ノロ町別・…･･･'……･(O巧)781-Ⅱ70
株奉社コーガク･……･…･･･…･寵1･大阪胴里中市名神ロ3~8~2．･…･･….．…………(開)33歩3191
…社猪原商会…･･･…･7釦･広島燕区大手町36-1………………………(唾》副牟27鯛
電会社魂商会…｡。，矧旧･糧同市東区多の津I･側－1濠遍センター内……(閲2)8ル1111

’

弓

2

■オプチフォトX2F-EFD2

励起光によ｡て標本が発する蛍光を捉え､特定の物質のみを選択的に観

察できますも標本の蛍光色素の特性に応じて最適な励起･吸収ﾌｨﾙﾀを

選ぺるため､あらゆる蛍光観察が可能｡リレーﾚﾝズを除去したシンプル

な光学系により､ﾌﾚｱの少ないｸﾘｱな観察像が得られますbまた鶴対物

レンズをｱｰﾑ側に回転収納するｲﾝﾅｰﾚポﾙパで観察が可能壷b

1

ニコン蛍光顕微鏡シリーズ

FXA-nH
X2F-Em2
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薬価基準収載’

o肋e『即yに劇宣している。

合成ペニシリン鯛剤

⑬函F打II注射用
日航藩注射用アスポキシシリン路qASPC

ドｲﾙは初めての､アミノ酸型ペニシリンで式

一

惑爵望害

●溶菌的なBactericidalaction●ペニシリン剤中最も長い血中濃度半減期(約1.6時間）

●良好な体液、組織への移行性●優れた臨床効果

【効能・効果】ブドウ球菌属、レンサ球菌属､腸球菌､肺炎球菌､大腸菌､インフルエンザ菌､バクテロイデス属のうち
本剤感性菌による下記感染症。

敗血症､感染'性心内膜炎､外傷･手術創などの表在性二次感染､咽喉頭炎､馬桃炎､急'性気管支炎､慢性気管支炎､気管
支拡張症の感染時､'慢性呼吸器疾患の二次感染､肺炎､肺化膿症､胆のう炎､胆管炎､腹膜炎､中耳炎､副鼻腔炎､顎炎

【用法・用量】アスポキシシリンとして、通常成人には1日2～in
(力価)を､小児には1日40～80mg(力価)Agを2～4回に分けて締脈
内注射又は点滴締注する。難治性･重症感染症には症状に応じて、
成人は1日8e|力価)、小児では1日160mg(力価)/kgまでiW鼠して点
滴静注する。静脈内注射の際には、通常本剤Ilg(力価)当たり日本
薬局方注射用水、日本薬局方生理食塩液又は日本薬局方ブドウ糟
注射液20m1に溶解し緩徐に注射する。点滴静注の際には、通端日
本薬局方生理食塩液、日本薬局方ブドウ糖注射液又は袖液に溶解
し､通術成人には1～2時11M､小児では30分～1時間で投与する｡なお、
点滴静注を行う場合、注射用水を用いると溶液が等張とならない
ため用いないこと。

【使用上の注意】O一般的注意①ショックがあらわれるおそれが
あるので、十分な問診を行うこと。なお、事前に皮噛反応を実施
することが望ましい。②ショック発現時に救急処麓のとれる鉱備
をしておくこと。また、投与後患者を安静の状態に保たせ、十分
な観察を行うこと。②次の患者には投与しないこと①本剤の成分
によるショックの雌往歴のある患者②伝染性単核症のある恕者
③次の患者には投与しないことを原則とするが､特に必要とする
場合には慎重に投与すること。本剤の成分又はペニシリン系抗生
物質に対し過敏症の既往歴のある患者④次の患者には慎重に投与
すること①セフェム系抗生物質に対し過敏症の既往歴のある忠者
②本人又は両親､兄弟に気笹支端息、発疹､薄麻疹等のアレルギー
反応を起こしやすい体衝を有する忠者③高度の腎陣害のある触者
(血中濃度が長時間、高濃度に持続するので、投与鼠を減ずるか、
投与の間隔をあけて使用すること）④出血素因のある忠者⑤経口
摂取の不良な忠者又は非経口栄養の患者、高齢者、全身状態の悪
い患者（ビタミンK欠乏症状があらわれることがあるので観察を
十分に行うこと）⑨副作用①ショック：まれにショック症状を起
こすことがあるので、観察を十分に行い、不快感、口内異常感、
端鴫、舷最、便意、耳鴫等があらわれた場合には、投与を中止す
ること。②過敏症：発疹、薄麻疹、発熱等のアレルギー症状があ
らわれた場合には投与を中止すること。③血液：ときに好酸球m
多、赤血球減少、細粒球減少、血小板減少、貧血等があらわれる
ことがある。また、他のペニシリン系抗生物質(ベンジルペニシリ

ンカリウム、アンピシリン等）で溶血性貧血があらわれることが
報告されている。④肝簾：ときにS-GOT、S-GPT、アルカリフ
ォスファターゼ、ピリルピン、1.1)11等の上昇があらわれることが
ある。⑤腎臓：ときにBUN上外、クレアチニン上昇が、また、まれ
に蛋白尿等の異常が認められることがある。なお、他のペニシリ
ン系抗生物簡で、まれに急性腎不全等の重簸な腎障害があらわれ

訴掛驚鯛遮雁慧睡粥鳥篠篭雛偽総
大腸炎等の血便を伴う箪飾な大腸炎があらわれることがある。服
揃、頻回の下痢があらわれた蝿合には、直ちに投与を中｣上するな
ど適切な処置を行うこと。ときに唱気､下痢が、また、まれに食欲
不振等があらわれることがある。⑦菌交代症：口内炎、カンジダ
症があらわれることがある。⑧ビタミン欠乏症：まれにビタミン
K欠乏症状(低プロトロンピン血症、出血傾向等)、ビタミンB群
欠乏症状(舌炎、口内炎、食欲不振、神経炎等)があらわれること
がある。⑨その他：まれに全身倦怠感、悪寒、熱感、顔面浮服感
があらわれることがある。⑥妊婦への投与妊娠中の投与に関する
安全性は確立していないので、妊蝋又は妊娠している可能性のあ
る婦人には、治療上の有益僻が危険性を上まわると判断される場
合にのみ投与すること。⑦未熟児、新生児への投与未熟児及び
新生児に対する安全性は雌立していない。⑬臨床検査値への影響
直接クームス試験陽性を呈することがあるので注意すること｡⑲適用
上の注意①静脈内投与により、まれに血管揃を起こすことがある
ので、注射部位、注射方法等に十分注意し、注射速度をできるだ
け遅くすること．②本剤は櫛脈内注射のみに使用すること。③溶解
後は速やかに使用すること。なお、保存を必要とする場合でも室温
で6時間以内に使用すること。⑩その他本剤の投与に際しては、
定期的に肝機能、瀞機能、血液等の検査を行うことが望ましい。

＊その他の使用上の注意については､製品添付文書をご覧ください。

資料謂求先 ⑬鶏競謹蕊蕊
－

DYL89011B5
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Test-Combination

ComplementC3a-desArgEnzyme-Immuno-Assay
Cat.No．123897396tests ¥89.000

抗C3a-desArgモノクローナル抗体を用いた、補体成分C3a-desArgを検出するためのキットです。

Test-Combination

EPO-ELISA

Cat・No.1216473100tests ￥98，000

サンドイッチ法により、ヒトの血奨中のエリスロポエチン(EPO)を測定するためのキットです。

詳しい資料のご請求、ご質門は下記までお問い合わせくださ&
ベーリンガー・マンハイム山ノ内㈱
バイオケミカル部バイオケミカル課
辱105東京都港区虎ノ門3-10-11虎の門nFピル10号館
孟03－432－3155

、



■使用上の注恵3)腎臓
ときにBUN.クレアチニンの上昇があら

1.次の患者には投与しないことわれることがある。
オフロキサシンに対し過敏症の既往歴の4)肝臓
ある患者ときにGOT,GPT.A/-P,y-GTP.総
2.次の患者には慎重に投与することピリルビンの上昇があらわれることが
1)高度の腎障害のある患者ある。
2)てんかん等の痩れん性疾患またはこれ 5)消化器
らの既往歴のある患者(唾れんを起こすときに悪心・堰吐，胃・腹部不快感，
ことがある｡）下痢・軟便，食欲不振．胃・腹部痛，
3.副作用胸やけ，また，まれに口渇，口内炎等
1)ショックの症状があらわれることがある
まれにショック症状があらわれること6)血液
があるので，観察を十分に行い，不侠ときに白血球，赤血球．ヘモグロビン，
感，発汗．呼吸困難．血圧低下等の症ヘマトクリット．血小板の減少，好酸
状があらわれた場合には投与を中止し，球の増多等があらわれることがある
適切な処置を行うこと。7)精神神経系
2)過敏症ときに不眠、めまい、頭痛、またまれ
ときに発疹．癌犀等の症状があらわれに極れん、しびれ感等の症状があらわ
ることがあるので,このような症状があられることがある。

われた場合には投与を中止すること。8)その他
まれに倦怠感があらわれることがある

4.妊婦・授乳婦への投与
1)妊娠中の投与に関する安全性は確立し
ていないので，妊婦または妊娠してい

る可能性のある婦人には投与しないこと。
2)ヒト母乳中へ移行するので，本剤投与
中は授乳を避けさせることが望ましい。

5.小児への投与
小児に対する安全性は確立していないの

で．小児には投与しないこと
6.相互作用

1)類似化合物(エノサシン等)で，フエンブ
フエン等のフェニル酢酸系またはプロピ
オン酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤との
併用により，まれに蓮れんがあらわれる

との報告がある

2)アルミニウムまたはマグネシウム含有の
制酸剤との併用により，吸収か低下し、
効果か減鯛されるおそれかある

7.その他
動物実験(幼若犬．幼若ラット）で関節異
常が閉められている

V V

Tarivid

広範囲経口抗菌製剤健保適鯛

:タリヒシド錠陽
TarividTab.(ｵﾌﾛｷｻｼﾝ錠）東京都‘

★効罷･効果､用法‘用量箸につきましては､製品添付文曹をこ参開ください。

〃のち，ふぐら芸ぞづ。

原1第一製薬株式会社

東京都中央区日本橋三丁目14番10号
資料1N求先医藁営察蕊二部《〒103）
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医科学の領域に新しい局面を切り拓く

●年2回（春・秋）刊

●定価＝1,900円(送料無料）

年間定期購読料3,800円

■〈生体防御>がめざすもの
●本誌は、免疫学研究の高水準の成果をもとに生体において細菌や癌に代表される異物や変異

細胞を処理する様々な防御因子を総合的にとらえることを意図し、そのひろがりはヒトを頂点

とする生物全般にわたります。生体の恒常'性維持あるいは対異物戦略研究の各分野共通の土俵

ともなり、新しい防御因子の堀り起こしや、有用物質生産のテクノロジーなど、防御研究の最

先端を紹介していきます。

■既刊の特集一覧(鴫印は在庫なし)Vol.7No.2(1990年10月発行)の主な内容
＊V01．1N0．1特集＝感染と生体防御一抗生物質万能時代をこえて●特集＝アレルギーの新しい概念と病態像
寧V01．2No.1特集＝“場”と生体防御自己特異的異物識別反応機構の異常･…･岡田秀親

＊V01．2No.2特集＝動･機吻の生体防御における液性因子の役割〈名古屋市立大学医学部分子医学研究所生体商分子学部門）
rrfTcellreceptor(r(JTCR)の役割とその異常…･安保徹

寧V01．3N0.1特集＝生体防御とバイオテクノロジー（東北大学歯学部細蘭学）

＊V01．3No.2特集＝バイオサイエンスの進歩と医療への展開PrimitiveTcellとアレルギー……･….､野本岨久雄
（九州大学生体防御医学研究所免疫学部門）

Vol.4No.l特集＝老化と生体防御
サイトカインとアレルギー…………･…･末村正樹

（大阪大学医学部第三内科）Vol.4No.2特集＝注目されるレトロウイルスと生体防御

Vo,1.5N｡｣特集=プﾛｽﾀグﾗﾝジﾝと生体防御蕊灘騒(蹴撫蛎型挫溌福田健
（掲協医科大学アレルギー内科）Vol､5No.2特集＝生体防御反応に伴う自己組織損傷

Vol.6No.l特集＝生体防御と個体発生における環境要因肥満細胞と好塩基球に関する最新の知見….､田所憲治（東京大学医学部物蝋内科）

Vol.6No.2特集＝造血因子と生体防御アレルギー性疾恕治療の現状と展望……奥平博一
（東京大学医学部物療内科）

Vol.7No.l特集＝移植免疫と生体防御
●生体防御と疾患

■総龍聯雄帆綱火塗厘"…門’”…1!…診謙:簸近の進歩………灰､蕊知子（東京大学医学部物慨内科）

植田浩司（九州大医学部小児科）経口減感作療法up-to-date……･…･…･…石井彰
岡田秀親(名古屋市大医学部分子睦学研）〈国立病院医擦センター呼吸謡科）
小倉剛(徳島大医学部第三内科）

●座談会=ｱﾚﾙギー 性疾M1制御の新しい道を求めて金ヶ崎士朗（東京大医科研細禰感染研究部）
笹月健彦（九州大生医研通伝学部門） 岡田秀親(姑鋤立群医学”飛報識生“分群鋤）

仙道富士郎（山形大医学部寄生虫学） 奥平博一〈束京大学医学部物療内科）

道家紀志（名古屋大農学部植物病理学） 柳原行義(国立相模原病院臨床研究部）

平野俊夫(大阪大バイオメディカル牧育研究センター）山本昇牡(広鮎大学医学部皮膚科）
光山正雄(新潟大医学部細菌学）〈司会>野本亀久雄(繕襲主幹）

村松繁(京郁大理学部動物学）・教育講座
山崎正利（帝京大薬学部薬品化学）

系統分翻学入門Ⅵ各論(2)環形動物から脊椎動物……馬漉峻輔山村稚一(東海大医学部生化学）
（北海逆大学理学部動物学）

和合治久(埼玉医大短期大賎床検壷学科）
免疫系の個体発生V円口類･……･……･･藤井保

〈広島女子大学家政学部生活科学科）

●技術講座

㈱ライフ・サイエンスｱﾚﾙｹﾝの精製法……………………安枝浩
（側立相模原病院アレルギー眺床研究部）

〒150束京都渋谷区渋谷1-5-2須藤ビルPolymerasechainreaction(1'CR)法..……木山昇
TEL.03(407)8963㈹振替東京2-182861<名古屋市立大学腿学部分子医学研究所生体商分子学部門）
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